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将来の見通しに関する注意事項

本アニュアルレポートには事業計画、戦略、業績予測など将来の見通しに関する事項
が含まれています。将来の見通しは現時点で入手可能な情報に基づき作成したもの
で、経済情勢、市場動向、為替リスクなど不確実性を含んでおります。将来の見通し
と実際の結果は必ずしも一致するものではなく、異なる可能性があることをご承知
おきください。

編集方針
本アニュアルレポートは、株主、投資家などをはじめとしたステークホルダーの皆様に、
経営ビジョンや業績などの財務情報と、社会・環境との取り組みなどの非財務情報の
両面から、当社をより深くご理解いただくことを目指しています。

株主・投資家向けサイト　http://www.lion.co.jp/ja/ir/　
CSRサイト　http://www.lion.co.jp/ja/csr/

当社が2009 年から参加する国連グローバル・コン
パクト（UNGC）は、「人権の保護」、「不当な労働の
排除」、「環境への対応」、そして「腐敗の防止」の4
つの領域に関わる10 の原則の実現を目指す企業・団
体の自発的な取り組みです。グローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパン（GCNJ）にも加入し、参加
企業のCSR活動推進を目的とした分科会活動にも定
期的に参加しています。

ライオン株式会社はグローバルに認められた環境・社会・
ガバナンスの基準を満たす企業への投資を促進するよう
デザインされた 株 式 インデッ クスシリー ズである
FTSE4Goodインデックスシリーズの構成銘柄です。

ライオン株式会社は、モーニングスター社会的責任投資
株価指数の構成銘柄として2003年より継続して採用
されています。

http://www.lion.co.jp/ja/ir/
http://www.lion.co.jp/ja/csr/
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財務ハイライト

営業利益　

245億円
売上高 　　

3,956億円

ROE 　11.2%
ROA 9.1%

1株当たり当期純利益　

55.13円

前期比 4.5％増の169 億円の増加となりました。
新製品、高付加価値品が好調に推移しました。

前年比 49％の大幅な増加となりました。

資本効率も資産効率も向上しています。

LION's Performance
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フリー・キャッシュフロー　

244億円

1株当たり当期配当金　

13円
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非財務ハイライト

事業活動での水使用量削減量 *2 　

49%減

育児休業後復職率　

100%

事業活動からの温室効果ガス削減量 *1 　　

43%減

障がい者雇用率　　

2.2%

口腔保健衛生活動
「全国小学生歯みがき大会」参加者　

約108万人

手洗い啓発活動　

5カ国で実施

*1 1990 年比　売上高原単位、国内事業所内
SDGs: 

（単体・出向者含む）
（2016 年12 月末時点）

（2016 年12 月末時点）

（1932 年から2016 年までの累計）
SDGs: 

（ハンドソープを販売、啓発活動を展開している国）
SDGs: 6 6

6
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3 3
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千葉工場の排水リサイクル設備完工
*2 2000 年比　売上高原単位
SDGs: 

 環境への取り組み

 健康で快適な生活習慣づくり

 従業員のダイバーシティ

LION's Performance

生産部門、事務・営業部門、研究開発
部門など全社で省エネ活動を推進して
います。

千葉工場の水使用量は当社の国内生産
工場で最も水を使用する工場であるこ
とから、全社として高い節水効果が見
込まれます。

障がい者の積極的な雇用をより一層推
進するため、特例子会社「ライオンとも
に」を設立しました。主に当社からのオ
フィスサービス業務を受託しています。

育児関連制度の拡充や仕事と子育て
の両立支援策の実施により、育児休
業後復職率は100％となりました。

毎年６月の「歯と口の健康週間」の時期
に開催しています。ライブ配信により、
2016年は日本と、アジア8カ国・地域
の小学生が参加しました。

手洗い啓発活動を、日本だけでなく、
韓国、シンガポール、タイ、中国で実施
しています。

※SDGs：持続可能な開発目標。詳細はこちら▼

http://www.lion.co.jp/ja/ir/library/ar/2016/csr.php#sdgs
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 Vision2020 達成に向けた戦略

LIONの目指す姿

3つのイノベーション

Our Focus

4つの戦略を推進するため、ライオンは3つのイノベー
ションの創出に取り組んでいます。

● 生命科学や生活科学の新しい発 見によっ
て、ライフステージやライフスタイルに応じた「価値ある明日に
つながる今日の生活」を提案します。

● 既存事業における環境対応を一層進
化させるとともに、新しい発見によって循環型社会・低炭素社会・
自然との共生社会の実現に貢献します。

● 人材育成や業務プロセスの
革新を通じ、新しい価値を生み出すための高い組織能力を身に
つけます。

生命・生活・人生への
貢献価値の創出

新しい価値を生む
組織能力の創出

サステナブル社会
への貢献価値創出

4つの戦略

Strategy

 1.国内事業の質的成長
重点ブランドの育成強化と高付加
価値分野の開発に注力するととも
に、経営資源の効率化に取り組み、
収益力を強化します。

3.新しいビジネス価値の開発
通販事業において、第２・第３の柱と
なる商品の開発・育成を行うととも
に、当社保有資源を活用した新たな
事業展開等、新規事業機会の探索も
積極的に進めます。

2.海外事業の量的成長
グローバルブランドの育成強化や
パーソナルケア分野の拡充を進める
とともに、グループ内における生産
設備の効率的な活用および新規参
入エリアの探索を進め、利益ある
成長を目指します。

4.組織学習能力の向上
企業スローガン「今日を愛する。」の
もと、チャレンジを促す組織文化へ
の変革を進めます。また、当社の環
境 対応 活 動である「ECO(エコ) 
LION(ライオン)」活動や、生活情報
の双方向型コミュニケーション活動
にも一層注力します。

2015年から2017年までの「V-2計画」では収益力の向上を最優先目標に、4つの戦略をさらに加速させ
ています。

Vision

Vision2020̶3つのビジョン

●  くらしとこころの価値創造企業を目指す
●   環境対応先進企業を目指す
●  挑戦・創造・学習企業を目指す

2020年の企業像　　　　　

めぐり来るすべての一日の
人の清潔、人の健康、人の快適、
そして人の環境を守り続け、
価値ある未来をつくる、
くらしとこころの
価値創造企業

変動する社会に「健康」「快適」「環境」を通じて
一層貢献すべく、2020年に目指す姿を「3つの
ビジョン」として掲げました。

今日、お客様の暮らしや健康に対する価値観は、単
なる疾病治療・長寿命化から心身の快適・充実を求
めるものへ質的に変化しています。また、世界的な
人口爆発を前に、社会成長の持続可能性（サステナ
ビリティ）も今以上に重要視されています。さらに、
社会構造も、限られたパイを奪い合うゼロサムの競
争型社会から、全体価値の創出・拡大を志向するプラ
スサムの協創型社会へと変化しています。これらの
社会的変化への認識を踏まえ、ライオンは2020年
の目指す姿と、そこに至るまでの基本戦略を経営
ビジョン「Vision2020」として設定しました。

3つの事業領域

Business Fields

ライオンは、一人ひとりの価値ある未来に向けた
「今日」に貢献するため、「健康」「快適」「環境」と
いう3つの事業領域で日々の暮らしに役立つ製品
やサービスを提供し、お客様とともに歩みを進め
ています。

環境健康

快適
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“Vision2020”
事業成長の更なる加速

V-3 計画

V-1 計画
V-2 計画
2015-2017
構造改革による
収益力向上・

V-3計画への布石

3つのステージに分けた中期3ヵ年経営計画の推進

2018-2020

ision2020”
事業成長の更なる加速

収益力向上・
V-3計画への布石

速

2012年度 2020年度2017年度2014年度

売上高
営業利益

2016年度は、国内・海外双方において売上が増加
するとともに、事業ミックスの改善により収益性が
大幅に改善された結果、売上・利益ともに過去最高
を更新し、利益についてはV-2計画最終年度での
目標数値を1年前倒しで達成しました。

 国内事業の質的成長
2016年度は、一般用消費財事業では、オーラルケア、
薬品分野を中心に高付加価値化が進むとともに、
ファブリックケア分野でも収益性が向上しました。

産業用品事業では、選択と集中による事業基盤の強
化に努め、化学品分野では、収益性の向上、業務用
洗剤分野では事業規模の拡大を進めました。

 海外事業の量的成長
東南アジアのタイ、マレーシア、北東アジアの韓国、
中国などの主要国で事業成長が加速しました。現地
通貨ベースでは、各国の売上は好調に推移し、海外
事業の成長幅は拡大しています。また、パーソナルケア
分野の好調な推移に伴い収益性も向上しました。

 新しいビジネス価値の開発
通販事業では、機能性表示食品の売上が増加し年間
の売上としては過去最高を更新するなど、着実に事
業の拡大を進めています。

 組織学習能力の向上
多様な働き方を支援、ダイバーシティを推進するため
の制度を拡充しました。

 「V-2 計画」の業績目標

「V-3計画」への布石として、構造改革による収益性の向上
を加速させ、成長戦略の基盤づくりを重点的に進めます。

 「V-2 計画」の進捗

LIONの目指す姿

売上高／営業利益

3,786 3,956 4,050
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経営指標

2017年度目標

ROE 10%以上

BEP 90%以下

代表取締役
社長執行役員

濱 逸夫

強い組織力と新しい価値創創創造で
イノベーションを巻き起こすすす
次世代ヘルスケアカンパニーへーへ

トップメッセージ

1. 2016年12月期は売上・利益とも過去最高を更新し、｢ライオンは変わった｣ と
の評価も高まっています。｢変化｣ の要因について教えてください。Q

収益力という「体力」に社員の意識改革という「筋力」が備わり、事業を成功に導く
ビジネスモデルが定着してきました。

｢変化｣を業績面から見ますと、国内外ともに“利益ある成長”を持続することができています。国内
では、オーラルケアや薬品分野の高付加価値品のブランド力が強化され、ファブリックケア分野の
収益構造も向上しました。海外でも、オーラルケアとビューティケアを合わせたパーソナルケア分野を
中心に、グローバルブランドを育成し、アジア主要国での事業が成長しています。

これには、社内の意識改革が大きく関わっています。ライオンの創業者は、『事業で得た利益は社会
に還元する』という理念をもっていました。理念を実現するためには、継続的に利益を上げる体力・
筋力が必要です。我々はもう一度、この企業理念をライオンのDNAとして共有し、強い意志で実行
できる組織に生まれ変わることを目指しています。そうした社内の意識改革が「筋力」となり、体力（収
益力）の増強に結びついてきているのです。

たとえば、若手社員や管理職を対象にした社長懇談会*でも、独自の提案やKPI（業績評価指標）を達
成するための業務プロセス改善など、意欲的な発言が目立つようになってきました。トライ＆エラー
を繰り返しながら結果を出すと、それが自信となり、次の行動・アイデア・創造につながっていく組織
風土が醸成されてきています。そのプロセスで、事業部門、営業部門、研究部門など社内組織の連
携が強化されるという好循環も生まれてきました。強い組織力と新しい価値創造でイノベーションの
旋風を起こし、「次世代ヘルスケアカンパニー」を目指していきます。
*  社長懇談会：社長が全国の拠点をまわり、若手従業員や管理職と自由闊達に意見交換を行う。2012年の社長就任時から継続し、年間15回
前後開催している。

2016 年度の業績

(単位：億円) 2016年度 2015年度

売上高 3,956 3,786

営業利益 245 163

親会社株主に帰属する当期純利益 159 106

+4.5%

+49.4%
+49.6%

増減

A
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同じことをやっていては戦えない。｢日本品質｣への評価を背景に、国内市場での
強み、ノウハウを活かしながら、グローバルコンペティターとは異なるアプローチ
で持続的成長を目指します。

やはり、日本製品に対する信頼と評価が有利に働いています。例えば、北東アジアや東南アジアで
も5～10年後には高齢化が急速に進んでいきます。そうすると、日本のシニアマーケットでの実績
やノウハウを横展開することができます。また、日本に比べて年少人口比率の高いアジア地区で、
子ども向け商品ブランドとして「KODOMO」を創り、各国に拡大してきました。このようなユニーク
で強いブランド力に高付加価値化を組み合わせることで、中長期的により大きな市場を開拓できる
と自信を深めています。

また、日本同様、モノを売るだけではなく、ヘルスケアに関わる啓発活動や社会貢献活動を積極的
に展開しながら市場ポジションを拡大していきます。

2. ライオンの成長シナリオ ｢次世代ヘルスケアカンパニーへの挑戦｣ とは、
どのような内容でしょうか。Q

赤ちゃんから高齢者まで全世代にケア（予防）とキュア（治療）を提供し、｢健康｣
｢清潔｣｢快適｣に関わる新しい価値創造を目指します。その中で、一人ひとりの健康
状態に合わせたワン・ツー・ワンのソリューションも提案していきます。

ライオンの各事業カテゴリーに「ヘルスケア」という切り口でアプローチしていきます。例えば、オー
ラルケアでいえば、近年の研究データで口の中の衛生状態が体の健康と密接につながっていること
がわかってきました。そこで、オーラルヘルスケアという観点に立てば、歯みがきだけでなく、生活習
慣の改善をはじめ、さまざまな提案､商品化の可能性が広がっています。また、健康状態は一人ひと
り違うため、そこにも市場が生まれます。さらに、快適な生活を提案することで、心のヘルスケアに
もつなげていきたいと考えています。

3. 次世代ヘルスケアカンパニーを目指す2017 年の方針として、国内市場での
地位を強化する施策を掲げています。具体的な取り組みを教えてください。Q

新しい生活習慣を提案する「共感型マーケティングの拡大」と、共感を呼び起こす
ツールや情報源となる｢デジタルアプローチの強化｣に取り組みます。さらに、“新結合”
をキーワードに様々な連携を加速していきます。

共感型マーケティングは、新たな高付加価値品市場を育成するためのアプローチです。新しい商品機
能の開発による“モノ軸”の提案だけでなく、｢使ってみたら、こんな良いことがあった｣という“コト
軸”で興味をもっていただきます。

共感型マーケティングの一例として、メディアと連携し、地域特性に合わせたマーケティングに取り
組んでいます。生活環境・文化・習慣・嗜好は国内外を問わずその地域固有のものがあり、例えば
衣服の汚れ方一つをとっても、その食材や気候等によって異なってくるのです。その地域ならでは
の共感を生むマーケティングを行うことで、
ライオンの商品の浸透につなげていきます。

また、他社との協業による新たな取り組み
として、共同店頭活動がスタートしていま
す。売り場提案などにとどまらず、各社の商
品カテゴリーを連携させた“コト軸”で新し
い価値を提案し、幅広い共感につなげま
す。将来的にはマーケティングの連携も視
野に入れています。

4. 次に海外戦略について伺います。アジア市場でグローバルジャイアントと競合
する上で、ライオンの強みは何でしょうか。Q

5. 中国市場を中心に「Eコマースチャネルの強化」を重要施策の一つに挙げて
いますが、進捗状況と成果について教えてください。Q

中国では店頭に変わる新しい販売チャネルとして、Eコマースに取り組んできました。
今では、ライオンの中国ビジネスの2分の1がEコマースでの売上であり、Eコマース
の主要サイトでの歯ブラシの売上はNo.1となっています。

中国事業では、店頭では苦戦続きでしたが、Eコマースにいち早く取り組んだことが、今日の成長
につながっています。

Eコマースチャネルで、ライオン製品の付加価値や日本ブランドとしての魅力度をアピールすること
で、ブランド力が強化され、それにより、店舗販売の方も伸ばしていく構造を目指しています。この
ビジネスモデルを、中国だけではなく、台湾、韓国、東南アジアでも拡大していきます。

AA

A

A

109



6. 企業の成長には研究開発力と人材育成が欠かせません。社長は研究開発部門
のご出身ですが、研究開発部門への期待を教えてください。

8. 最後に株主、投資家へのメッセージをお願いします。

7. 2016年 6月に制定した｢コーポレート・ガバナンス基本方針｣の改革のポイン
トは、どのような点ですか。

Q Q

Q

新しいビジネスを創出したりイノベーションを起こすためには、組織内外との連携を
強化することが不可欠と考えます。特に研究開発においては、オープンイノベーション
で社内外と連携する“新結合”により、スピード感をもって価値創造につなげて欲
しいと思います。

研究の世界では、「1つの発見をした人は、幾つもの発見、成功を繰り返す」と言われています。
なぜなら、優れた研究成果を上げると、新しい刺激を受ける人的ネットワークや情報が集まる
パイプが多数でき、それが次の発見につながるという好循環が生まれるからです。ライオン全体が
“新結合”で変わっていく、その先頭に研究開発部門が立ってほしいと期待しています。

2012年に社長に就任して以来、業績は大きく伸長しました。しかし、これは新しい
歴史のスタートラインに過ぎません。次世代ヘルスケアカンパニーを目指すライオン
の飛躍的な成長と、可能性に満ちた未来にご期待ください。

ライオンの収益力向上は、コストカットによるものではなく、全社的な構造改革・意識改革の成果
です。来年（2018年）には、2020年以降を見据えた成長戦略を発表し、それを実現する ｢挑戦
と創造｣を加速させていきます。今よりも、これからのライオンに大きな期待を寄せていただき
たいのです。

また、株主の皆さまへの利益還元を経営の最重要課題とする基本方針に変更はありません。今後
も収益力をさらに強化することで、成長投資とともに継続的かつ安定的な株主還元を行って
いきたいと思います。

2017年4月

代表取締役
社長執行役員

濱　逸夫

社外取締役や有識者を中心に、多様な視点で当社の事業活動を議論し、検証して
いただきます。経営のあるべき方向に舵をとることで、最終的に株主の皆様に利益
還元できる体制を整備することを目的としています。

経営の透明性を高め、監督機能の強化と意思決定の迅速化を図り、コンプライアンスを確保する
ことをコーポレート・ガバナンス上の最重要課題と位置づけておりますが、それに加えて、多様な
意見を取り入れ、経営自体が外部の方々と“新結合”を生み出せるような柔軟な組織体を創り上
げることも重要だと思います。そのためのルールとして、この基本方針を策定しました。

組織面では、取締役会の諮問機関として、新たに社外取締役を中心とする指名諮問委員会を設
けましたが、これも役員の多様性を担保する効果も狙っています。また、従来の経営評価委員会
をアドバイザリー・コミッティという組織に衣替えしました。社外役員以外の外部の有識者から、
ライオンの経営方針や政策等について幅広い見地からご意見を伺っています。

このように、多様な視点で事業活動を議論していただくことで、より的確な意志決定を行い、株主
のご期待にお応えしていきたいと考えています。

A A

A
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売上高313億円 （外部売上高）

事業別の売上高構成比率

一般用消費財事業　

66.1%
海外事業　

25.1%

産業用品事業　

7.9%

その他　

0.9%
売上高　

3,956
億円

（注）　売上高および売上高構成比率は、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を除外し算出しております。

ビジネスレビュー

 オーラルケア分野
ハミガキ、 ハブラシ、デンタルリンスなど

 化学品

 ファブリックケア分野
衣料用洗剤、衣料用漂白剤、柔軟仕上げ剤など

 薬品分野
解熱鎮痛剤、点眼剤、ドリンク剤、殺虫剤など

 ビューティケア分野
ハンドソープ、制汗剤など

 リビングケア分野
台所用洗剤、住居用洗剤、調理関連品など

 その他の分野
機能性食品、ギフト品、ペット用品など

 産業用品事業

自動車分野　　　　　　　電気・電子分野　　　　　 公共インフラ分野　　　　   生活産業分野

 業務用洗浄剤

 海外事業
売上高992億円 （外部売上高）

 タイ  マレーシア  韓国  中国

 台湾  香港  シンガポール  インドネシア

 その他

売上高36億円 （外部売上高）
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 一般用消費財事業

売上高2,613億円 （外部売上高）

当社は国内において「予防から手入れ・快適さにいたるトータルケア」をサポート
するハミガキ、洗濯用洗剤、OTC医薬品等の幅広い製品・情報を提供しています。

海外の関係会社において、主に日用品の製造および販売を行っています。

国内において当社の子会社が主に当社グループの各事業に関連した事業を行っ
ています。主要製品およびサービスには、建設請負、不動産管理、輸送保管、
人材派遣等があります。

産業需要向け界面活性剤や導電性カーボンなどを取り扱う化学品分野とホテル
やレストランの厨房などに向けて各種洗浄剤やハンドソープなどを販売する
業務用洗浄剤分野などで構成されています。



※外部売上高
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※外部売上高売上高 
営業利益

一般用消費財事業

ビジネスレビュー

連結売上高構成比※ 売上高※／営業利益

当社の国内主要製品の市場規模とポジション

マーケットポジション

ハミガキ

シェアNo.1

柔軟剤

シェアNo.3

ハブラシ

シェアNo.1

ハンドソープ

シェアNo.1

衣料用洗剤

シェアNo.3

台所用洗剤

シェアNo.3

 870億円

 960億円

 480億円

 230億円

 1,440億円

 500億円

一般用消費財事業では、オーラルケア分野、薬品分野が好調に推移し、また、各分野で高付加価値品の構
成が高まった結果、事業ミックスが改善し収益性が向上しました。加えて、原材料価格の低下、コストダウン、
競争費用の効率化が進み、利益は大幅に増加しました。
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（注）上記、市場規模の数値は、小売販売データに基づき、ギフト製品の売上高は含んでいません。
出所：株式会社インテージ　SRI調査による各カテゴリー。2016年1月から12月までの売上金額ベースのデータ

 2016 年の市場環境と業績振り返り

2016年の当社参入市場は、高付加価値化の進展により販売単価に上昇が見られるとともに、販売個
数の増加、及びインバウンド需要により、販売金額では前年比104％*と堅調に推移しました。

当社は、「V-2計画」の中間点にあたる2016年において、「利益率の向上」を最優先目標として再認
識し、伸長する市場に高付加価値品、市場創造型商品を投入してまいりました。

オーラルケア分野では、「システマ ハグキプラスハミガキ」「クリニカアドバンテージ ハブラシ」、「シス
テマ ハグキプラスハブラシ」などの高付加価値品が2桁成長し、市場成長を上回る売上成長を達成し、
市場の拡大に貢献しました。ビューティケア分野では、秋に発売した保湿成分が洗い流されない（当社
比）ボディソープ「hadakara」が市場創造型商品としてお客様のご好評をいただき、好調に推移しまし
た。ファブリックケア分野では、「トップ スーパーNANOX」を導入し、超コンパクト液体洗剤の構成
比を高めることで利益性の向上を図りました。薬品分野では、高付加価値品の育成を継続した結果、
解熱鎮痛薬「バファリン プレミアム」や目薬「スマイル40 プレミアム」などの高付加価値品が好調に
推移し、単価上昇を実現しました。また、インバウンド需要（訪日外国人消費）も対前年伸長率は鈍化
したものの、ニキビ薬「ペア」を中心に前年に引き続き一定レベルの需要がありました。

*  株式会社インテージ　SRIデータ　家庭品38市場　2016年1月～12月　累計販売金額前年比

 2017年の戦略

わが国の経済は、引き続き緩やかな景気回復基調が続くと予想されるものの、原材料価格や為替の
動向、海外の地政学的リスク等により、先行き不透明な状況が続くものと予想しています。本事業に
おいては、高付加価値品の拡大等が見込まれるものの、引き続き激しい競争が続くものと想定され
ます。本年度は、「V-2計画」の総仕上げとして、以下の４つの施策に取り組むことで市場地位のさら
なる強化を進め、環境に左右されない強い収益構造を獲得してまいります。

1.   製品機能を訴求した「モノ軸」の商品提案だけではなく、人々の共感を通じた「コト軸」で商品の世界観
を伝え、 新しい生活習慣を提案する「共感型マーケティング」に取り組みます。

2.   新たな消費行動を誘発できるよう「デジタルマーケティングの強化」を図ります。

3.   従来の画一的な全国統一の営業施策ではなく、エリアの特性に合わせたチャネルとメディアの連携
による「エリア展開の強化」を図ります。

4.    他社との連携による「カテゴリー提案の強化」を図ります。



ビジネスレビュー

 オーラルケア分野  ビューティケア分野
「クリニカアドバンテージ」、「システマハグキプラス」シリーズの新製品や、
歯磨、歯刷子の高付加価値品が好調に推移しました。また、洗口液や
デンタル用品などの周辺商材も伸長し、当事業全体で、売上高は前期
を上回りました。

泡タイプのハンドソープや直塗りタイプの制汗剤などの高付加価値品の
新製品の売上が好調に推移しました。また、９月に新発売したボディ
ソープ「hadakara」がお客様のご好評をいただき、当事業全体の売上
は前期を大幅に上回りました。

 2016 年の振り返りとキープロダクト

 クリニカアドバンテージ、システマハグキプラス
2016年は「クリニカ」、「システマ」に新製品を投入し、重点育成を継続した結果、
それぞれ前期比109％*、112％*となり、オーラルケア市場全体の伸長を上回り
ました。

「クリニカ」は、予防歯科に大切な３つのポイント＝「フッ素を歯に残す、歯垢を落
とす、細菌を増やさない」をケアするためのアイテムラインナップを提供しています。

近年、「予防歯科」の考え方が浸透し歯科医院での健診受診率が高まる中、歯科医
推奨設計の「クリニカアドバンテージ　ハブラシ３列」を新発売するとともに、「クリ
ニカアドバンテージ　ハミガキ」と「クリニカアドバンテージ　デンタルリンス」を
改良新発売し、「クリニカ」ブランドのアイテムを併用する生活者も増えています。

「システマ」では、歯ぐきの状態に合わせた「歯周ポケットケア」を強化した「シス
テマハグキプラス」シリーズの歯磨と新製品の歯刷子が好調に推移しました。

*     株式会社インテージ　SRIデータ　ハミガキ、ハブラシ、洗口剤、デンタル用品市場計　
2016年1月～12月　累計販売金額

 2017年の戦略

2017年は「予防歯科」の定着と、伸長している中高価格帯商品の育成強化で、引
き続きオーラルケア製品の単価アップと市場の活性化に取り組みます。

「クリニカ」では、子どもから大人までライフステージごとの「予防歯科」の実践
をサポートする代表ブランドとして、「クリニカKid’s」シリーズを改良新発売し、「０才
からの予防歯科」普及に向けたマーケティングを展開します。商品機能を訴求する
だけでなく、予防歯科の習慣化に向けた啓発活動や、様々なコミュニケーション
ツールを充実させ、子どもと親の両世代にアプローチすることで、「予防歯科」
実践者のさらなる拡大に繋げます。

また「システマ」では、「歯周ポケットケア」のさらなる浸透を図り、歯周病予防
カテゴリーNo.1を、「デントヘルス」では、「残存歯の維持」の実現に向けたセ
ルフケアの重要性を伝達し、歯槽膿漏予防カテゴリーNo.1を目指します。

 2016 年の振り返りとキープロダクト

 hadakara
2016年は、「キレイキレイ薬用泡ハンドソープ」およびオールシーズンに対応した
制汗剤「Ban汗ブロックロールオン」を重点育成しました。また、「保湿」に着目
した汎用タイプのボディソープ「hadakara」を9月に新発売し、ビューティケア
分野の収益性向上を図りました。

「hadakara」は、当社従来品のボディソープは保湿成分が入っていても洗浄後ほ
とんど肌に残らず保湿できていなかったことに着目し、日本初の吸着保湿組成*
を取り入れました。発売前のバイヤー・店舗担当者へのサンプリング、人気タレ
ントを登用したTVCMの大量投下、WEB上でのSNSや口コミサイトの活用な
どの広告販促を展開した結果、売上は計画を大幅に上回り、当社のシェア拡大
および汎用ボディソープ市場の活性化に貢献しました。

*  石けんとカチオン性高分子の複合化による吸着メカニズムにおいて、フェノキシエタノール(基剤)とPOEセチルエーテル
(基剤)の組み合わせによりカチオン性高分子の皮膚への吸着性を高めたボディソープ処方。(Mintel Japan社製品
データベース内2015年12月当社調べ)

 2017年の戦略

2017年も引き続き、「キレイキレイ」、「Ban」、「hadakara」の育成に取り組ん
でまいります。「キレイキレイ」は手洗い習慣の定着化により、さらなる市場拡大
を図ります。

「Ban」は、市場の成長が見込め利益性が高い直塗り剤型、シート剤型に重点化
を図り、収益力強化を狙います。

さらに「hadakara」では、マーケティング強化を図りながら、製品ラインナップを
強化し、市場でのシェア向上を目指します。
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ビジネスレビュー

 ファブリックケア分野
洗濯用洗剤では、超コンパクト液体洗剤の新製品が好調に推移しました。
柔軟剤では「香り･防臭」タイプが順調に推移し、当事業全体の売上
は前期を上回りました。

 2016 年の振り返りとキープロダクト

 トップ スーパーNANOX
2016年は、伸長している超コンパクト液体洗剤に新製品を投入し、洗濯用洗剤市
場の拡大に貢献しました。

近年、節水洗濯や洗濯機の大型化、単身世帯や共働き世帯のまとめ洗いなど、少
量の水で多くの洗濯物を洗う機会が増加し、洗濯環境が変化しています。このよう
な様々な生活シーンにおける汚れ落ちを解決する高い洗浄力の実現に取り組み、
センイ1本1本から汚れを徹底クレンジングする新技術を開発、「トップ スーパー
NANOX」を新発売しました。「最高の洗浄力を伝達する」ために、TVCM、店
頭の売り場作り、デジタル施策、お客様の使用体験を共有できるコミュニティサイ
トの設立など、幅広いコミュニケーション施策を展開し、新規ユーザーの拡大に
より売上は前期を大幅に上回りました。

 2017年の戦略

2017年も、伸長している超コンパクト液体洗剤と、柔軟剤の育成強化を継続し
ます。

「トップ スーパーNANOX」に続き、2017年は、抗菌効果と洗浄力を進化させた
「トップHYGIA」を改良新発売します。抗菌を訴求する洗濯用洗剤の2016年の
市場は、５年前と比べて約2倍*と急成長を続けています。洗剤に対する衛生ニーズ
が高い生活者に対応した「トップHYGIA」と、洗浄力を求める生活者へ対応した
「トップ スーパーNANOX」の育成で、超コンパクト液体洗剤市場での地位向上と
市場の拡大を図ります。

また柔軟剤では、伸長している「防臭・消臭」市場に、汗臭・体臭の消臭力を向上
させた「香りとデオドラントのソフラン プレミアム消臭プラス」を改良新発売します。
「防臭・消臭」タイプの新製品の投入と、香りが長く続く「高残香」タイプの「ソフ
ラン アロマリッチ」の育成で、柔軟剤市場での地位向上を目指します。

*  当社調べ

 リビングケア分野
台所用洗剤では、新製品を投入した「CHARMY Magica」が好調に
推移しましたが、住居用洗剤の売上は前期比横ばいとなりました。当事
業分野全体の売上は前期を下回りました。

 2016 年の振り返りとキープロダクト

  CHARMY Magica 除菌+（プラス）
2016年は台所用洗剤の市場地位回復と、高付加価値品の育成を継続しました。

近年、生活者の衛生意識の高まりにともない、手洗い用の台所用洗剤市場除菌
カテゴリーは、2011年の98億円から2015年は143億円に拡大しました*。その
除菌性能へのニーズに対応し、油汚れを水のように“サラサラ落とす”基本機
能に除菌性能を高めた新製品「CHARMY Magica除菌+（プラス）」を発売
しました。既存品の育成に加え、除菌タイプの追加で新規ユーザーを獲得した
ことで、「食器洗いを手早く効率的に片付ける」という「手早さ価値」を提供
する「CHARMY Magica」ブランドの市場地位向上につなげ、台所用洗剤市場
全体の拡大にも貢献しました。

*  株式会社インテージ　SRIデータ　台所用洗剤市場除菌カテゴリー（自動食洗機用を除く）　売上金額2011年～2015年
（除菌市場＝商品名に「ジョキン」「クエンサン」と表記があり、除菌効果を訴求しているもの（当社定義））

 2017年の戦略

2017年も引き続き手洗い台所用洗剤と、高付加価値品の育成に取り組みます。

台所用洗剤では、効率的なキッチン家事をサポートするブランドとしての地位確
立に向けて、2016年に品揃えを拡大した「CHARMY Magica」の育成施策を
継続します。

また、食器洗い機専用洗剤の「CHARMY クリスタ」や、浴室の黒カビの発生
を防ぐ「ルックおふろの防カビくん煙剤」など、高付加価値品の育成を強化し、
収益性の向上に取り組みます。
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 薬品分野
解熱鎮痛薬「バファリン プレミアム」や点眼剤「スマイル40 プレミアム」
などの高付加価値品の売上が順調に推移しました。また、伸長は鈍化
したもののインバウンド需要についても着実な取り込みを行い、当事業
分野全体の売上高は前年を上回りました。

 2016 年の振り返りとキープロダクト

 バファリン、スマイル
2016年は、解熱鎮痛薬と点眼剤に新製品を投入するなど高付加価値化と新規
需要開拓を図りました。

解熱鎮痛薬では、「バファリンＡ」に加え、「バファリン」の高付加価値品「バファ
リン プレミアム」、生理痛、頭痛によく効く「バファリン ルナi」の育成を強化
しました。また、「バファリン ルナＪ」を小・中学生だけでなく高校生も服用で
きるよう用法・用量を追加して改良新発売し、小児から高齢者までの「様々な
痛みに効果がある」解熱鎮痛薬「バファリン」の総合ブランド化を図りました。
また点眼剤では、充血を除去し、健康的で澄んだ白目にする新製品「スマイル
ホワイティエ」がお客様からご好評をいただくとともに、年齢や眼の酷使による
つらい眼疲労や目やになどによるかすみ目などのトラブルに対処した「スマイル
40 プレミアム」が順調に推移しました。

 2017年の戦略

2017年も引き続き、解熱鎮痛薬や点眼剤の高付加価値商品の育成に取り組み
ます。また、新たな開拓分野として、皮膚用薬のかゆみ対応市場に参入します。
20～40代女性の多くが肌のかゆみに悩む一方で、かゆみに対処するための一般
用医薬品の皮膚薬については「自分の肌トラブルに合うかわからない」などの
悩みを持っています*。この未充足ニーズに着目し、かゆみに悩む人が自分の肌
トラブルに合わせて選びやすい皮膚薬の新ブランド「メソッド」を立ち上げます。
使用者のニーズに合わせてクリームタイプとシートタイプを品揃えし、当事業の
さらなる成長と市場の活性化を目指します。

*  当社調べ

 その他の分野
その他の分野は、通信販売で機能性食品等を扱うウェルネス・ダイレクト
事業、ペット用品を販売するペット用品事業などで構成されています。

 ウェルネス・ダイレクト事業

 2016 年の振り返り
2016年1月より「ウェルネス・ダイレクト事業本部」を発足させました。「ナイ
スリムエッセンス ラクトフェリン」や「グッスミン 酵母のちから」など機能性食品
表示を開始したことでお客様の理解が高まり、全体売上高は過去最高を更新し
ました。また、3月に「グッスアロマ」の入浴剤やリネンミスト、4月に「フルリア」
のダメージヘアケア製品を新発売し、品揃えを拡大しました。さらに、越境ECへ
の取り組みの一環として、1月より中国のTmall Global（天猫国際）にて機能
性食品の販売をはじめました。

 2017年の戦略
ウェルネス・ダイレクト事業は、「ナイスリムエッセンス ラクトフェリン」の継続
拡大、第２の柱となる商品の育成に加え、本年から、健康でスマートな毎日を
応援する新ブランド「プラスシリーズ」を導入し、既存商品との関連販売が可能
な品揃えを進めてまいります。また、新基幹システム導入等により、さらなる
事業規模拡大に向けて環境整備にも取り組んでまいります。

 ペット用品事業

 2016 年の振り返り
ペット用品事業では、成長カテゴリーである「ペットオーラルケア」でオーラルケア
相談室の開催等育成強化に注力し、金額、数量、単価とも市場の伸びを上回り
ました。特に従来の犬用に加え、猫用のオーラルケアフード、用品が伸長しました。

また、収益カテゴリーである「猫サニタリー」は、鉱物系猫砂の改良品を導入し、
全体売上高、利益とも前年を大きく上回りました。

 2017年の戦略
2017年は、「ペットオーラルケア」での品揃え強化および発売から25周年を
迎える猫砂「ニオイをとる砂」シリーズのプロモーション強化により売上拡大に
努めます。さらに、卸・販売店との取り組み強化、新規販路開拓、顧客とのコミュ
ニケーション強化により継続的な事業成長を図ります。
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産業用品事業 海外事業

連結売上高構成比※ 連結売上高構成比※

産業用品事業は、化学品分野と業務用洗浄剤分野で構成されています。化学品分野では、事業統合による
効率化を進めるとともに、業務用洗浄剤分野では、衛生管理サービスや野菜洗浄等の新規分野の開拓を
進めた結果、事業全体の営業利益は前期を上回りました。

売上高は、タイや韓国などの主要国の業績が堅調に推移したことに加え、マレーシアのサザンライオン有限公
司の連結により、前期を上回りました。営業利益は、オーラルケア・ビューティケアを合わせたパーソナルケア
分野の伸長による事業ミックスの改善、また、競争費用の効率化やコストダウンが進んだことに加え、原材料
価格も低下したことなどにより、前期を上回りました。

 化学品（ライオン・スペシャリティ・ケミカルズ株式会社）

 業務用洗浄剤（ライオンハイジーン株式会社）

売上高※／営業利益 売上高※／営業利益
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 2016 年の振り返りと2017年の戦略

2016年は、「自動車」、「電気・電子」、「公共インフラ」、「生活産業」の４分野に経営資源を投下、
特定事業分野の顧客に深く結びついたマーケティングとロイヤルユーザーの獲得に取り組みました。

「自動車分野」では、国内自動車生産量の低下によりタイヤ用薬剤が、「電気・電子分野」では、スマー
トフォン等電子機器用の機能性ポリマーが伸び悩み、全体の売上高は前期比横ばいとなりましたが、
導電樹脂等の高収益製品の増販や原材料価格の低下の影響により、営業利益は増益となりました。

2017年は、事業統合の具現化として、シナジーを発揮した新製品開発に取り組むと同時に、自動
車、電気・電子等の重点分野でのグローバル展開を加速させます。

 2016 年の振り返りと2017年の戦略

2016年は、業務用キッチンペーパーやハンドソープといった厨房・施設用品と工業用洗浄剤が好調
であったことに加え、クリーニング用洗浄剤が堅調に推移し、全体の売上は前期を上回りました。販
売ルート別には通販事業向けや食品工場向けが伸長しました。また、年々拡大するカット野菜市場
のニーズに対応した、野菜洗浄工程で使用する洗浄剤と洗浄機を開発、販売を開始しました。

2017年は、当洗浄機の新規顧客（食品工場等）の獲得、介護・病院施設向け商品群の開発、衛生管
理サービスの展開などを行い、事業のさらなる拡大を図ります。

 2016 年の市場環境と業績振り返り

2016年は、現地通貨安の影響を受ける中、各国ＧＤＰを上回る成長で増収増益となりました。

海外では、ブランド強化に向けた積極的なマーケティング投資を行い、タイ、韓国、マレーシア、中国
などの主要国でパーソナルケア分野が伸長し、特にグローバルブランドである「システマ」歯刷子が
各国で前期を大きく上回り、収益性向上に貢献しました。中国では、都市部での店頭販売が前期を
下回りましたが、Ｅコマースによる販売は成長を持続しました。なお、2013年に進出したフィリピン
事業については、事業軌道化の遅れから撤退しました。

 2017 年の戦略

2017年は、経営ビジョン「Vision2020」の実現に向けた「V-2計画の総仕上げ」として、さら
なる市場ポジションの拡大を図ります。グローバルブランドである「システマ」、「植物物語」や
「KODOMO」ブランドの育成強化、パーソナルケア分野へのシフト加速により、収益性を向上させ
持続的成長を目指します。また、Ｅコマース事業を強化します。中国でのＥコマースの一層の拡大を
図るとともに、そこで蓄積されたノウハウを活用して他国へ水平展開します。さらに、新規参入エリア
についても探索を進めていきます。
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 タイ

 台湾

 マレーシア

 香港

 韓国

 シンガポール

 中国

 インドネシア

 タイ
売上高成長率：　

109%
（前年同期比、現地通貨ベース）

 マレーシア
売上高成長率：　

114%*1
（前年同期比、現地通貨ベース）
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%
ベース貨ベ ス）ス

 地域別レビュー

 2016 年の振り返り
タイ事業は、オーラルケア、ビューティケア、ファブリックケア、リビングケアなどの各
分野で構成されています。

2016年は、オーラルケア分野では「システマ」や「ＳＡＬＺ」ブランドの育成を継続
しました。特に歯刷子では、「システマ」に高価格帯の新製品を投入して品揃えを強
化したことにより、売上は好調に推移し、シェアを大きく伸ばしました。ビューティケ
ア分野では「植物物語」ボディソープの新製品が好調に推移しました。周辺国への輸
出も堅調に推移し、全体の売上は、現地通貨ベースで前期を上回りました。

 2017年の戦略

オーラルケア・ビューティケアを合わせたパーソナルケア分野で、市場シェアNO.1
カテゴリーの創出を目指します。オーラルケア分野では伸長している高価格帯セグメ
ントの商品の育成と新製品の投入を継続します。またビューティケア分野では、拡
大するボディソープ市場への新製品投入を継続し、パーソナルケア分野へのシフト
を加速して成長基盤を強化します。ファブリックケア分野では、液体洗剤などによ
る高付加価値化を進め、収益性の向上を図ります。

SYSTEMA
歯刷子

SYSTEMA
歯磨

Shokubutsu 
Monogatari

ボディソープ

 2016 年の振り返り
オーラルケア分野では、「システマ」歯刷子の新製品が好調に推移、ビューティケア
分野では「植物物語」ボディソープが好調に推移しました。ファブリックケア分野では
「トップ」などの主要ブランドで積極的に新製品・改良品を投入し、洗濯用洗剤で
シェアNo.1*2を維持しました。オーラルケア、ビューティケア、ファブリックケアの
各分野は2桁成長となりました。

 2017年の戦略

2017年も主要ブランドで積極的に新製品・改良品を投入、育成強化を継続しま
す。主力のファブリックケア分野で洗濯用洗剤のシェアNo.1を維持し、さらなる
収益性向上を図ると同時に、パーソナルケア分野の拡大で、事業基盤の強化と収
益性向上を目指します。　*1  ライオンエコケミカルズを除く　　*2  当社調べ

%*1%%
ベース）

返り

Top
洗濯用
粉末洗剤

Top
洗濯用液体洗剤

Systema
歯刷子
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 中国

 韓国

売上高成長率：　

123%
（前年同期比、現地通貨ベース）

売上高成長率：　

113%
（前年同期比、現地通貨ベース）
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 2016 年の振り返り
中国では、新製品を発売した「システマ」歯磨・歯刷子が好調に推移しました。伸長
を続けているＥコマース事業では、オーラルケア分野に加えハンドソープ、洗濯用洗
剤なども好調に推移しました。当社の中国でのEコマース売上高は前期比59％
の増加、売上高構成比は約47％となり中国事業全体の拡大に貢献しています。

 2017年の戦略

オーラルケア分野を基盤として、既存品の育成の継続、新製品の投入などで、継続
して事業規模の拡大を図ります。また、マーケティング投資に加え地域特性にあっ
た商品投入、営業体制の整備などを行い、当分野をさらに強化します。また、成長を
続けるＥコマースでさらなる拡大を目指し、中国事業の拡大と収益性向上を図ります。

ス）

Ai-Kekute
ハンドソープ

Beat
洗濯用液体洗剤

KireiKirei
ハンドソープ

Systema
歯刷子

Systema
歯磨

海外拠点一覧：http://www.lion.co.jp/ja/company/group/global/

 シンガポール
売上高成長率：　

103%
（前年同期比、現地通貨ベース）

ファブリックケア分野では超コンパクト液体洗剤「トップNANOX」を新発売し、レギュラー
タイプも含めた液体洗剤が好調に推移しました。2017年は台所用洗剤、オーラルケア、
ビューティケア、洗濯用洗剤など、それぞれのカテゴリーにおける市場地位の磐石化、シェア
拡大を図るとともに、高収益カテゴリーの売上拡大を目指します。

NANOX
洗濯用液体洗剤

 台湾
売上高成長率：　

82%
（前年同期比、現地通貨ベース）

台湾における営業力の強化および経営の意思決定の迅速化のため、当社の100％出資
による新会社を設立し、2016年1月より営業を開始しました。従来の洗剤中心の事業
からパーソナルケア分野へのシフトを図り、市場に対応したマーケティング投資を行っ
たことが奏功し、オーラルケア分野、薬品分野が好調に推移しました。2017年も引き
続きヘルスケア分野の拡大を図り、収益性向上を目指します。

よび経経経経営の営の営の営ののの営営営 意思意思意思意思決定決定決定決定定のの迅の迅の迅の迅速化速化速化速化のため 当社

SYSTEMA
歯刷子

NANOX
洗濯用液体洗剤

 香港
売上高成長率：　

105%
（前年同期比、現地通貨ベース）

ファブリックケア分野では、リニューアルした柔軟剤「ソフラン　アロマリッチ」が好調に推移
しました。また、オーラルケア分野では、積極的な宣伝や販促活動により、歯刷子が堅調に
推移しました。2017年は引き続き高付加価値品の育成を強化し、収益性の向上を図ります。

Aroma Rich
柔軟剤

NANOX
洗濯用液体洗剤

 インドネシア *3

売上高成長率：　

119%
（前年同期比、現地通貨ベース）

オーラルケア分野では歯刷子の新製品が好調に推移し、事業全体で売上は前期を大幅に上
回りました。ビューティケア分野ではシャンプーが好調に推移、デオドラント剤も品揃えを拡
大したことにより大きく成長しました。また、リビングケア分野では、台所用洗剤「mama」での
効果的な販促活動が奏功し、前期を大幅に上回りました。2017年はさらに増加する中間所得
層のニーズに対応した高付加価値品を導入し、事業の成長維持と収益性向上を目指します。　
*3 持分法適用関連会社

Systema
歯刷子

mama
台所用洗剤

 2016 年の振り返り
韓国では、オーラルケア、ビューティケア、ファブリックケア、リビングケアなどの分野
で事業を展開しています。

ビューティケア分野は、ハンドソープ「アイケクテ」の改良品発売とプロモーション強化
などにより、売上が大幅に伸長しました。ファブリックケア分野では、積極的な宣伝投
資が奏功し、洗濯用洗剤の液体「ビート」が好調に推移、ビューティケア分野とともに
2桁成長となりました。利益性の高いチャネルとの取り組み、販促費の効率化やコスト
ダウン、原材料価格の低減などにより、韓国事業全体の収益性が向上しました。

 2017年の戦略

2017年は、洗濯用洗剤やハンドソープ、台所用洗剤などの主力カテゴリーにおいて、
引き続きマーケティング投資によるブランド価値と市場ポジションの向上を図ります。
また、2016年に参入した薬品分野の育成や成長チャネルへの取り込みなど、将来の
成長基盤の構築を図ります。

http://www.lion.co.jp/ja/company/group/global
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 ライオンの研究開発体制

ライオンの研究開発は、製品開発研究部門・応用研
究部門・支援研究部門の３つの部門を中心に行って
います。製品開発研究部門では、各製品分野からな
るそれぞれの研究所が、マーケティング部門と密接に
連動して製品開発を進めています。応用研究部門で
は、素材やシーズを製品へ応用するための技術開発
を行っており、界面科学や生命科学などを駆使して新
しい技術の芽を発見し、製品開発につなげる研究を
進めています。支援研究部門はライオンの研究開発に
共通して関わる技術分野で、製品開発研究と応用研
究を包装、香り・香味、環境・安全などの側面から支え
ています。また、開発した新しい原料や新製品を工業
化していくにあたり、生産技術研究センターが開発研
究と生産を結びつける製造技術を開発しています。

 研究開発の取り組み

研究開発部門では、「Vision2020」の達成に向けて
戦略的テーマを設定し、高い技術目標と技術イノベー
ションに挑戦して、新製品開発を進めています。2015
年から始まった「Vision2020」の「V-2計画」におけ
る最優先目標である「収益力の向上」にこだわり、市
場ポジション強化と付加価値化の両立を目指していま
す。そのため、当社の強みである口腔科学と界面科学
の技術を深掘りし、収益力の向上につながる高付加価
値品の開発に注力しています。また、新たな価値、成
長分野創出や新ビジネスの開発にも取り組んでおり、
薬品、機能性食品などのヘルスケア分野では、社外研究
機関との共同研究とともに、臨床試験など科学的エビ
デンスに立脚したシーズ開発を推進しています。海外
事業においては、海外のR&Dとの連携を強化し、現地
ニーズを取り入れながら、成長著しい東南アジア、北東

アジア市場で新たな価値提供につながる製品開発に
取り組んでいます。研究開発部門では、国内外で技術
分野やカテゴリー、組織の枠を超えてオールライオン
の力を発揮するとともに、オープンイノベーションを推
し進めていきます。

 新たな価値の創出に向けた取り組み

ライオンは、唾液に含まれる成分と歯周ポケットの深さ
などの実際の口腔状態との関連について臨床研究を実
施し、相関性があることを明らかにしました。この知見に
基づき、歯と歯ぐきの健康や口腔内の清潔度に関する複
数の項目を５分間で測定し、結果をビジュアル化する唾
液検査システム「Salivary Multi Test（サリバリーマル
チテスト）」を開発しました。このシステムを歯科医院やド
ラッグストア、健診センターなどに向けて販売し、予防歯
科習慣の実践につなげていきます。

また、弘前大学のCOI*1研究推進機構に参画し、医学研
究科内に寄附講座「オーラルヘルスケア学講座」を開設
しました。弘前大学医学研究科（および弘前大学COI）
が進めてきた「岩木健康増進プロジェクト*2」のビッグ
データを解析・活用することにより、科学的エビデンスを
追求するとともに、研究成果を製品・サービスの創出に
活用します。また睡眠についても、睡眠の質と全身健康
との関係について研究を進めています。

*1  The Center of Innovation。10 年後の目指すべき社会像を見据えた
ビジョン主導型のチャレンジング・ハイリスクな 研究開発を文部科学省が
支援するプログラム

*2  弘前大学、弘前市（旧岩木町）、青森県総合健診センター等の連携の下、弘前市
岩木地区住民の生活習慣病予防と健康の維持・増進、寿命の延長を目指して、
2005年から10年間にわたる健康調査・推進活動を行った大規模なプロジェクト。

 R&D

コーポレート・ガバナンス

当社は、経営の透明性を高め、監督機能と意思決定
の迅速化を図り、コンプライアンスを確保することを
コーポレート・ガバナンス上の最重要課題と位置づけ

ており、コーポレート・ガバナンス体制の強化・充実
に継続的に取り組み企業価値の向上を目指してい
ます。

 機関設計

当社は、取締役会が経営の監督機能を十分に果た
し、独任制の監査役が適切な監査機能を発揮する企
業統治体制として、会社法上の監査役会設置会社を
採用しています。取締役会による経営の監督機能を

強化し、意思決定の迅速化を図るため執行役員制を
導入するとともに、経営の透明性を高めコーポレート・
ガバナンスの一層の充実を図るため、社外取締役お
よび社外監査役を中心とした指名諮問委員会および
報酬諮問委員会を設置しています。

各部所（業務遂行）

諮問

答申

諮問

答申

提案

監査

監査

監査

報告

報告 報告

監視

助言 委嘱

経営会議

報告

取締役会（経営監督） 監査役（会）
（適法性監査）
（業務監査）

（財務報告に係る
 内部統制）

指名諮問委員会

報酬諮問委員会

アドバイザリー・コミッティ

執行役員会
（業務執行）

法令遵守
に関する
意見・助言 監査

法令遵守・倫理観強化

企業倫理委員会

企業行動憲章・行動指針

株主総会

• 経営の重要な業務執行の決定
• 取締役の執行監督
• 執行役員の監督

• 事業本部　• 生産本部　• 研究開発本部　• 各機能部所

中長期経営計画
の基本方針等の
重要な企業戦略

人
査
監
計
会

室
査
監

（適法性・妥当性・
 効率性監査、
 コンプライアンス
 推進状況監査）

2003年 経営評価委員会（現アドバイザリー・コミッティ）の設置
2004年 執行役員制の施行
2006年 社外取締役の設置
2006年 報酬諮問委員会の設置
2010年 独立役員制の施行
2016年 コーポレート・ガバナンス基本方針の制定
2016年 指名諮問委員会の設置
2016年 取締役会評価の開始

 経営の監査・監督機能を充実させる取り組み

 基本的な考え方

 コーポレート・ガバナンス体制
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 取締役会・取締役

取締役会は、法令または定款で定める事項のほか、
会社の業務執行に関連する重要事項を決定するとと
もに、取締役および執行役員の職務の執行を監督し
ています。

当社グループ全体の経営方針および経営戦略等に
係る重要事項については、事前に経営会議において
審議し方向付けを行い取締役会で意思決定を行っ
ています。また、部門業務執行に関する重要事項等
については、執行役員会に権限委譲し意思決定を
機動的に行っています。

取締役会は、迅速な意思決定を行うため、定款の定
めにより11名以内で構成しています。取締役会の監
督機能の実効性を高めるため、取締役の内、２名以上
を社外取締役としています。

取締役は、株主に対する受託者責任を十分に認識
し、当社グループの企業価値向上および株主共同の
利益に資するため、取締役としての職務を執行してい
ます。また、職務を執行する上で必要な情報の収集、
知識の習得、研鑽に努め、取締役会で積極的に発言
し、建設的な議論を十分に尽くしています。

社外取締役は、独立した立場で経営の監督を行う
とともに、経営への助言、利益相反の監督、ステー
クホルダーの意見を適切に取締役会に反映させる
よう努めています。

 執行役員制度

当社は、迅速な業務執行と取締役会の機能強化の
ために、全執行役員が出席する執行役員会を毎月1
回開催し、業務執行に関する基本的な事項および重

要事項にかかる意思決定を機動的に行っています。
執行役員は18名で、うち6名が取締役の兼務者で
す。任期は取締役と同様に1年です。

 監査役会・監査役

監査役会は、定款の定めにより５名以内で構成し、
その内、半数以上を社外監査役としています。取締
役が法令および定款の定めに従い適法な職務を執
行しているか監査するとともに、会計監査人の選解
任や監査報酬に係る権限等を適切に行使していま
す。また、監査役監査基準および監査方針、監査計
画等を定め、取締役会その他重要な会議への出席、
取締役の職務執行状況聴取、本社および主要事業
所の往査、子会社の調査を実施しています。

監査役は、独任性の機関として、取締役の職務の執
行を監査しています。株主に対する受託者責任を十
分に認識し、当社グループの企業価値向上および株
主共同の利益の向上にあたっての健全性確保に資
するため、監査役としての職務を執行しています。ま
た、職務を執行する上で必要な情報の収集、知識の
習得、研鑽に努め、会社の透明・公正な意思決定を
担保するとともに、取締役会で能動的・積極的な意
見表明に努めています。さらに、内部統制システム
の構築・運用状況を監視し検証しています。常勤監
査役は、職務の執行上知りえた情報を他の監査役
と共有するよう努めています。

監査役候補者の選任に当たっては、取締役会が定め
た役員候補者の選任基準および社外役員の独立性
に係る基準を満たす者を候補者として指名諮問委員
会に諮問し、その答申結果をもとに監査役会での同
意を得て、株主総会に付議する候補者の選任議案を
決定しています。候補者の選任理由については、株
主総会の招集通知の選任議案に記載します。

 諮問委員会等

取締役会の諮問機関として、社外役員を中心とした
指名諮問委員会、報酬諮問委員会を設置し、経営
の客観性・透明性を高めています。併せて、社外役
員以外の社外有識者で構成するアドバイザリー・コ
ミッティを設置し、コーポレート・ガバナンスの一層
の充実を図っています。

1. 指名諮問委員会

取締役、監査役および執行役員ならびにそれぞれの退
任後の顧問等の資質・選任理由・プロセス等について、
取締役会からの諮問を受け審議し、取締役会（監査役
については監査役会）に答申しています。代表取締役
社長の後継者育成についても、委員会にて意見交換
等を実施しています。委員は、社外役員および取締役
会議長があらかじめ定めた代表取締役により構成し、
委員の互選により社外役員の中から議長を選任して
います。

2 . 報酬諮問委員会

役員等の報酬体系、水準、賞与算定方法等について、取
締役会からの諮問を受け審議し、取締役会（監査役につ
いては監査役会）に答申しています。委員は、社外役員
により構成し、委員の互選により議長を選任しています。

3. アドバイザリー・コミッティ

当社の経営方針および政策の妥当性等について、幅広
い見地からの客観的な意見を経営に反映させるため、
優れた識見を有する社外役員以外の社外有識者にて
構成しています。原則として年２回開催し、取締役会
議長は、助言の概要を取締役会に報告しています。

監査役会

社内 社外

取締役会

社内 社外

報酬諮問委員会

社外

指名諮問委員会

社外社内

コーポレート・ガバナンス
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当社は、コーポレート・ガバナンスの強化に資する
ため、当社および重要な取引先等との利害関係が
なく、独立性を確保できることを条件に社外役員

（取締役3名および監査役2名）を招聘し、経営の
監督・監視機能の充実に努めています。なお、今般
社外役員5名全員を独立役員に指定しました。

役員報酬は、株主総会で決議された役員報酬額の
範囲内で、取締役会が報酬諮問委員会に諮問し、そ
の答申結果をもとに、取締役会で決定しています。
社外取締役および監査役を除く業務執行役員の報酬
は、月次固定報酬と業績連動報酬（賞与、株式報酬）
で構成されています。報酬水準は、外部専門機関の

調査データを参考として客観的なベンチマークを
行い、役員の役割・責務ごとに設定しています。

役員報酬が、中長期的な企業価値向上への健全で
適切なインセンティブになるよう、業績連動比率や自
社株報酬の割合等については、必要に応じて適宜見
直しを行っています。

コーポレート・ガバナンス

 役員の選任状況

 役員報酬

 取締役および監査役の報酬等の総額

社外取締役

社外監査役

氏名 山田 秀雄

出席状況 当年度開催の取締役会17回のうち17回に出席

選任理由

弁護士として豊富な経験・知識に加え、他社の社外取締役および社外監査役の経験を有すると
ともに、当社の取締役会において積極的にご発言いただき、当社の社外取締役として業務執行
に対する監督など適切な役割を果たしていただいています。当社経営の透明性を向上させると
ともに取締役会の監督機能を強化するため、同氏が有するコンプライアンス等に関する高度な
識見が必要であると判断し、引き続き社外取締役として選任しました。

＜独立役員に指定した理由＞ 
当社が定める「社外役員の独立性に係る基準」を満たしており、且つ、株式会社東京証券取引
所が定める独立性の要件も満たしていることから十分な独立性を有していると判断し、独立役
員に指定しています。

氏名 内田 和成

出席状況 当年度開催の取締役会13回のうち12回に出席

選任理由

経営コンサルティング会社の日本代表としての経営経験に加え、他社の社外取締役および社外
監査役の経験を有するとともに、当社の取締役会において積極的にご発言いただき、当社の社
外取締役として業務執行に対する監督など適切な役割を果たしていただいています。当社経営
の透明性を向上させるとともに取締役会の監督機能を強化するため、同氏が有する高度な経
営判断ノウハウが必要であると判断し、引き続き社外取締役として選任しました。

＜独立役員に指定した理由＞ 
当社が定める「社外役員の独立性に係る基準」を満たしており、且つ、株式会社東京証券取引
所が定める独立性の要件も満たしていることから十分な独立性を有していると判断し、独立役
員に指定しています。

氏名 白石 隆

出席状況 2017年3月30日開催の第156期定時株主総会にて選任

選任理由

会社の取締役または監査役等として経営に関与されておりませんが、国立大学法人の学長とし
ての経営経験に加え、日本貿易振興機構のアジア経済研究所長も歴任され、アジアの政治・経
済・社会等の幅広い領域に精通されています。当社経営の透明性を向上させるとともに取締役
会の監督機能を強化するため、同氏が有する高度な経営判断ノウハウが必要であると判断し、
社外取締役として選任しました。

＜独立役員に指定した理由＞ 
当社が定める「社外役員の独立性に係る基準」を満たしており、且つ、株式会社東京証券取引
所が定める独立性の要件も満たしていることから十分な独立性を有していると判断し、独立役
員に指定しています。

氏名 小島 昇

出席状況 当年度開催の取締役会17回のうち17回に、監査役会12回のうち12回に出席

選任理由

公認会計士、税理士として培った会計、税務に関する知識をお持ちであるとともに、他社での
社外監査役としての経験を有していることから、これらの知識・経験を当社の監査体制に活か
していただくため、社外監査役として選任しました。

＜独立役員に指定した理由＞ 
当社が定める「社外役員の独立性に係る基準」を満たしており、且つ、株式会社東京証券取引
所が定める独立性の要件も満たしていることから十分な独立性を有していると判断し、独立役
員に指定しています。

氏名 東 英雄

出席状況 当年度開催の取締役会17回のうち16回に、監査役会12回のうち11回に出席

選任理由

税務および財務に精通した専門知識と行政機関の要職を歴任された経験を有していることから、
これらの知識・経験を当社の監査体制に活かしていただくため、社外監査役として選任しました。

＜独立役員に指定した理由＞ 
当社が定める「社外役員の独立性に係る基準」を満たしており、且つ、株式会社東京証券取引
所が定める独立性の要件も満たしていることから十分な独立性を有していると判断し、独立役
員に指定しています。

役員区分 役員の員数 報酬等の総額

取締役（うち社外取締役） 12名（3名） 462百万円（24百万円）

監査役（うち社外監査役） 4名（2名） 76百万円（24百万円）

合計（うち社外役員） 16名（5名） 538百万円（48百万円）

上記には、2016年3月30日開催の第155期定時株主総会終結の時をもって退任した取締役4名（うち社外取締
役1名）に対する固定報酬およびストックオプションを含んでいます。
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取締役会は、取締役会の運営方法、議案内容、審議
状況等に関する各取締役の評価等を事業年度ごとに
実施し、取締役会の実効性確保に努めています。評
価結果の概要は、コーポレート・ガバナンスに関する
報告書に開示しています。2016年に開催した取締
役会について、取締役および監査役全員を対象に匿
名の自己評価アンケートを実施しました。

 取締役会の実効性に関する評価結果の概要

• 当社取締役会は、社外取締役の人数・割合を含
め、審議に当たって必要充分な人数で構成され、
メンバーは企業価値向上に向けて必要となる知
識・経験・能力・多様性を有している。

• 当社取締役会の開催頻度、案件数、審議時間は適
切であり、審議においてはリスクテイクを阻害せず
自由闊達で建設的な議論がなされている。

以上により、当社取締役会のメンバー構成・運営状況
は適切であるとともに、業務執行上の重要事項の決
定ならびに職務執行の監督も相当に行われているこ
とから、当社取締役会の実効性は十分確保されてい
るものと評価します。

なお、（1）今後さらなる企業価値向上に向け、経営
戦略に関する議論を充実させるべき。（2）社外取締
役・社外監査役に対して、重要な付議事案の背景お
よび検討経緯の情報提供をさらに充実させるべき等
の提言があったことから、今後も必要な施策を適宜
実施し、取締役会の実効性をより一層高めるよう努
めていきます。

100年以上の歴史を有する企業は、多くあり
ません。企業30年説という言葉もあります。
ライオンはその中で、100年を優に超える
優良企業です。しかも、最近の10年で大き
な飛躍を重ねています。このように業績を
伸ばしつつ社会の信頼を獲得している企業
は、極めて稀ではないでしょうか。お世辞で
はなく、ビューティフル・カンパニーという称号

は、ライオンにこそ相応しいと考えています。
伝統を重んじ、人間愛に裏付けされたライ
オンの企業運営は、株主・社員・取引先・消
費者、それぞれの利益と視点を総合的に勘
案しながら行われています。さらなる100年
先を見据えた上で、ライオンが成長を継続
していくために、社外取締役の立場からで
きることを実践していきます。具体的には、
疑問点に対し、毎回の取締役会で率直な質
問を行い、時に苦言を呈する勇気を持つこ
と。同時に大所高所にたった判断に基づ
き、身近なサポーターとして応援していくこ
とだと考えています。とりわけ弁護士という
仕事柄、コンプライアンス・ガバナンスの観
点は、特に注力しながら対応していきたいと
思います。

ライオンは人に優しくとても真面目で素晴ら
しい会社です。その社風は取締役会にも反
映されており、上下や部門の壁が少なく、自
由にものを言い合える雰囲気があります。

一方で、何が何でも目標を達成して、ライオ
ンをよりよい企業にしていくという気概の部
分ではもの足りないところも感じています。も

ちろん、働きやすい会社であることは間違い
ありませんが、経営陣がより高みを目指すこ
とによって、社員のみながさらに成長出来る
ような会社にして頂きたいと考えています。

経営コンサルタントとして、数多くの企業にアド
バイスをしてきた経験を活かして、2つの役割
を果たしたいと考えています。一つは、ネガティ
ブチェックと呼べるもので、コーポレート・ガバ
ナンスの観点からライオンの経営陣に問題点や
懸念事項があれば、それを率直に指摘する役割
です。もう一つは、ライオンがより成長するため
に、こんなことをやったらどうなのか、あるいは
目標設定が保守的すぎるのではないのかといっ
た攻めのためのアドバイスをしたいと考えてい
ます。これはポジティブチェックと呼んでいます。

当社のコーポレート・ガバナンスの詳細は、こちらもあわせてご参照ください。

コーポレート・ガバナンス基本方針

コーポレート・ガバナンスに関する報告書

コーポレート・ガバナンス

 取締役会評価  社外取締役メッセージ

社外取締役 　山田 秀雄

社外取締役　内田 和成
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コーポレート・ガバナンス

 取締役、監査役および執行役員　2017年 3月30日現在

補欠の監査役
山口 隆央
（公認会計士、税理士）

執行役員
宮内 光平
購買本部長 

中澤 龍司
特販事業本部長

乗竹 史智
ウェルネス・ダイレクト事業本部長

平岡 真一郎
SCM本部長兼SCM統括部長

岡野 知道
研究開発本部長 

篠原 隆
生産本部長

三國 正晴
ヘルス＆ホームケア営業本部長

長澤 二郎
人事総務本部長

千葉 弘之
ライオン・スペシャリティ・ケミカルズ株式会社 
代表取締役社長

久米 裕康
ヘルス＆ホームケア事業本部長

鈴木 均
国際事業本部長兼戦略企画部長

福田 健吾
経営戦略本部長

常勤監査役

中川 康太郎
常勤監査役

西山 潤子

山田秀雄氏、内田和成氏、白石隆氏は、独立役員として東京証券取引所に届け出ております。

社外監査役（非常勤）

小島 昇
（公認会計士、税理士）

社外監査役（非常勤）

東 英雄
（税理士）

小島昇氏および東英雄氏は、独立役員として東京証券取引所に届け出ております。

代表取締役
社長執行役員

濱 逸夫
取締役会議長、最高経営責任者

代表取締役
専務執行役員

渡 祐二
企業倫理担当、SCM本部分担、購買本部分担、生産
本部分担、生産技術研究センター担当

取締役
常務執行役員

掬川 正純
ヘルス＆ホームケア事業本部分担、ヘルス＆ホーム
ケア営業本部分担、特販事業本部分担、ウェルネス・
ダイレクト事業本部分担、宣伝部、生活者行動研究
所、流通政策部担当

取締役
上席執行役員

小林 健二郎
人事総務本部分担、秘書部、コーポレートブランド
推進室、統合システム部、コーポレートコミュニケー
ションセンター、CSR推進部担当

取締役
上席執行役員

角井 寿雄
研究開発本部分担、化学品事業全般担当、海外関係
全般担当、国際事業本部分担、知的財産部担当

取締役
上席執行役員

榊原 健郎
リスク統括管理担当、経営戦略本部分担、お客様
センター、薬事・品質 保証部、法務部担当

社外取締役

山田 秀雄
（弁護士）

社外取締役

内田 和成
（大学教授）

社外取締役

白石 隆
（大学教授）
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 CSR 活動の全体像

ライオンのCSRの原点は、「人のため、世のために役
立つ仕事」という創業の精神にあります。社是・経営

理念に基づいて確固たる経営の基盤を作り上げ、経営
ビジョンのもと、CSR重要課題を組み込んで事業活動
を推進することで、社会の持続的な発展に貢献します。

 CSR 目標の設定と進捗管理

ライオンは、2011年から国際的な社会的責任の手引
きであるISO26000を活用し、第三者機関の意見を
参考にしながら、国内グループにおいて対応状況の確
認・評価を行ってきました。CSRに関する世界的な動
向やライオングループの事業特性、潜在的なリスク・

機会と影響度などを検討し、2012年にCSR重要課
題を特定しました。また、重要課題それぞれにおいて、
経営ビジョン「Vision2020」と連動した3ヵ年の中
期目標を設定しています。2015年には海外グループ
の中期目標も設定し、オールライオンでのPDCAに
よる改善活動を行っています。

 バリューチェーンと重要課題

 社会・環境貢献活動の全体像

一人ひとりの価値ある未来につながっている「今日」
という日々のお役に立つため、ライオンは、事業活動

だけでなく社会・環境貢献活動も進めています。

 ライオンの CSR  CSR 管理体制の構築

CSR

それぞれの具体的な活動の詳細については、「ライオンCSR報告書2016」をご覧ください。

ライオンCSR報告書2016

＊人権に関連する悪影響を認識し、防止し、対処するために組織が実施すべきステップ。　　  

Ｃ
Ｓ
Ｒ
重
要
課
題

機会

リスク

・  人材育成・活性化プログラムの
推進
・  働きやすい職場づくり
・  従業員の健康管理の推進

・先進的な環境への取り組み

・健康で快適な生活習慣づくりにつながる社会貢献プログラムの充実

・人権に関する方針の策定と周知、人権デューディリジェンス＊

・ライオングループの化学物質管理の充実、汚染の予防

・情報セキュリティ対策の推進

・  ライオングループの品質保証
体制の充実

・  ライオングループの労働安全
衛生管理体制の充実

・  CSR調達の
推進

取引先

従業員

株主・投資家

お客様 地域社会

環境主な
ステークホルダー

・ライオングループのCSR管理体制の構築 ・  リスクマネジメントの推進、コンプライアンスの浸透／
内部統制

・  くらしに役立つ
生活情報の発信
と啓発活動

・  持続可能な社会の発展に
貢献する商品・情報の
提供

原材料調達　　　　 当社での活動　　　　  消費者による使用　　　  社会・環境バリューチェーン段階
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企業・社会の持続的な発展

経営ビジョン（Vision2020）
■ くらしとこころの価値創造企業を目指す
■ 環境対応先進企業を目指す
■ 挑戦・創造・学習企業を目指す

めぐり来るすべての一日の
人の清潔、人の健康、人の快適、
そして人の環境を守り続け、
価値ある未来をつくる、

くらしとこころの価値創造企業
目指す姿

2020年 V-3計画

2017年 V-2計画

2014年 V-1計画

ライオン企業行動憲章・行動指針　▶ 詳細はこちら 

社是・経営理念　▶ 詳細はこちら 

経営の基盤

健康事業

快適事業
環境対応
事業

CSR重要課題

P
D
C
A
の
推
進

事業活動

社会・環境貢献活動

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

大事にしていること

健康・快適分野 環境分野

水資源
保護活動

口腔保健
啓発活動

衛生習慣
啓発活動

地域との共生 従業員の参画

一人ひとりの価値ある未来につながっている「今日」へのお役立ち

重要課題の特定プロセス

ISO26000 国連グローバル・コンパクトなどの国際的なCSRイニシアティブ

ライオングループの重要なCSR課題

外部要素
ステークホルダーとの対話を通じて得られる

当社に対するニーズ

内部要素
当社が2020年に目指す姿と
そこに至る基本戦略との整合性

▶経営ビジョン (Vision2020)　▶中期経営計画

http://www.lion.co.jp/ja/company/compliance/indicator.php
http://www.lion.co.jp/ja/company/management.php
http://www.lion.co.jp/ja/ir/library/ar/2016/pdf/2016-all.pdf


「V-2計画」（2015年～2017年）においても、よりよい
形で社会の持続的な発展に貢献できるよう、重要課題
について目標を設定し、CSR活動の改善に努めていま
す。国内については、部署横断型委員会における活動
などの従来の取り組みに加え、新しい人事施策の推進
やe-ラーニングによる各種研修などを実施しました。

海外においては、国や地域によって法律・文化・習慣
が異なることを考慮しつつ、それぞれのグループ企業
の状況を踏まえて順次活動を進めています。

2017年中期目標は下図の通りです。

 CSR 重要課題

持続可能な開発目標（SDGs）

下表の重要課題の列に記載している番号は、ライオン
が事業を通じてその達成に貢献したいと考えている
SDGsの番号です。各SDGsの達成に向けたライオン
としての目標およびKPIは、ライオンの事業の方向性
を勘案しつつ今後検討していきます。

 CSR 重要課題に関する2017年の中期目標

組織統治  詳細はこちら （1MB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
社会から信頼され続ける
健全な経営体制の維持

ライオングループのCSR管理体制
の構築

《国内》CSR方針としてのライオン企業行動憲章の浸透
《海外》CSRに関する方針の周知徹底
《国内》目標の進捗管理
《海外》目標の設定と進捗管理

リスクマネジメントの推進 《国内》多面的な想定に基づいた事業継続計画（BCP）の継続運用

コンプライアンスの浸透／内部統制 
16

《国内》コンプライアンス意識の啓発
《海外》内部統制システムの強化

人権  詳細はこちら （672KB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
人権を尊重する体制の
整備

人権に関する方針の策定と周知 5 《国内》人権方針としてのライオン企業行動憲章の浸透

人権デューディリジェンス*
5

《国内》サプライヤーによるCSR活動のセルフチェックの推進とフィードバック
《国内》ホットラインの周知、相談・通報案件への対応
《海外》社内通報・相談窓口の設置と運用

* 人権に関連する悪影響を認識し、防止し、対処するために組織が実施すべきステップ。

労働慣行  詳細はこちら （999KB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
従業員のモラールと
モチベーションの向上
による意識変革

人材育成・活性化プログラムの推進 《国内》 目標管理制度の実施によるPDCA推進施策の浸透 
グローバル人材の育成

《国内》 多様な人材の活躍推進プログラムの充実
～女性のキャリア形成支援施策実施～

働きやすい職場づくり 《国内》健康いきいき施策によるワーク・ライフ・バランスの推進
《海外》経営と従業員との対話機会の充実

従業員の健康管理の推進 《国内》従業員に健康でいきいきと働いてもらうための環境整備

ライオングループの労働安全衛生
管理体制の充実

《国内》 「安全衛生防災マネジメントシステム」に基づく労働安全と設備安全の
充実

環境  詳細はこちら （1MB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
「環境対応先進企業」
としての持続可能な
社会の発展への貢献

先進的な環境への取り組み
6  7  12  13  14  15

《国内》《海外》「Eco Vision 2020」の推進と進捗管理

汚染の予防
6  14  15

《国内》汚染予防対策の推進

ライオングループの化学物質管理
の充実
6  14  15

《国内》化学物質管理体制の充実

公正な事業慣行  詳細はこちら （868KB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
バリューチェーン全体での
CSR活動の推進

CSR調達の推進
5  6  7  10  13  14  15  
16

《国内》サプライヤーによるCSR活動のセルフチェックの推進とフィードバック

《国内》「Eco Vision 2020」の推進と進捗管理

消費者課題  詳細はこちら （2.6MB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
安全で安心な商品づくりに
よるお客様満足の追求

持続可能な社会の発展に
貢献する商品・情報の提供
6  12

《国内》商品を通じた生活者の環境啓発活動の推進

くらしに役立つ生活情報の発信と
啓発活動

《国内》 ライフスタイル・ライフステージに応じた健康で快適な生活に寄与する情
報発信の拡充

ライオングループの品質保証体制
の充実

《国内》品質保証管理体制の充実
《海外》各国規制対応の強化とお客様対応の充実

情報セキュリティ対策の推進 《国内》情報セキュリティ対策の推進
《海外》情報セキュリティ管理体制の充実

コミュニティへの参画および発展  詳細はこちら （1.3MB） 

目指す姿 重要課題 2017年中期目標
社会や地域との共存共栄
／健康・快適・環境分野で
の社会の発展への貢献

健康で快適な生活習慣づくりにつ
ながる社会貢献プログラムの充実
3  6  12

《国内》《海外》 口腔保健啓発活動の推進
～ 予防歯科（セルフケアとプロフェッショナルケアの推奨）の推進、
保健指導者向け、子どもへの教育・啓発など～

《国内》《海外》 清潔衛生啓発活動の推進
～子どもの手洗い・うがい啓発活動の推進など～

国際連合広報センターWebサイトより引用

 清潔衛生文化の担い手として

～海外でも手洗いの習慣を普及～

当社は創業当時より、日々の暮らしに役立つ優良製品やサービスを提供し、
社会の清潔衛生文化の発展を目指して、事業を展開してきました。そのひと
つの事例が、国内外での衛生習慣啓発活動です。

国内では、1996年に「O-157」による食中毒の集団感染が多発しました。
それが契機となり、1997年に「キレイキレイ薬用ハンドソープ」が誕生しま
した。商品の提供とともに、「手洗いの習慣化」の啓発活動を継続して行い、
ハンドソープの利用率は高まり、家庭だけではなく、学校、職場、飲食店など
にも広く普及していきました。

現在、海外では韓国、シンガポール、タイ、中国、香港で「キレイキレイ」ハンド
ソープを販売しています。国内と同様、それぞれの国・地域で、商品の提供
とともに人々の清潔衛生意識の向上を目指し、正しい手洗い方法の浸透の
ための啓発活動を行っています。

CSR
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（単位：百万円） 2016 2015 2014 2013 2012 2011 2010 2009 2008 2007 2006

連結損益計算書項目

売上高 ¥395,606 ¥378,659 ¥367,396 ¥352,005 ¥335,171 ¥327,500 ¥331,100 ¥321,947 ¥338,236 ¥341,717 ¥330,380

売上原価 161,992 162,435 160,677 153,336 145,385 139,646 140,400 136,619 157,523 159,200 165,570

売上総利益 233,613 216,223 206,718 198,668 189,785 187,854 190,700 185,327 180,712 182,517 164,810

販売費及び一般管理費 209,110 199,848 194,312 187,849 182,572 176,684 180,200 175,290 172,435 173,611 164,467

営業利益 24,502 16,374 12,406 10,819 7,213 11,169 10,500 10,036 8,277 8,905 343

税金等調整前当期純利益 24,035 19,387 13,085 10,925 8,594 7,780 10,925 9,694 6,088 9,564 13,020

親会社株主に帰属する当期純利益 15,951 10,680 7,368 6,097 4,235 4,077 6,041 5,465 3,040 5,423 5,540

連結貸借対照表項目

資産合計 ¥298,510 ¥282,434 ¥283,352 ¥282,098 ¥257,595 ¥249,272 ¥260,939 ¥256,220 ¥267,438 ¥279,147 ¥246,327

有形固定資産 74,402 75,060 79,275 68,989 61,955 58,503 60,668 62,846 63,473 64,345 65,606

固定負債合計 17,190 18,455 40,380 26,208 47,288 49,417 52,483 58,688 65,758 75,522 42,818

負債合計 140,630 139,703 155,918 157,865 143,431 144,020 155,179 152,595 166,864 171,607 141,193

純資産合計 157,879 142,730 127,434 124,232 114,163 105,252 105,760 103,624 100,574 107,540 105,133

その他データ

設備投資額*1 ¥ 9,435 ¥ 8,801 ¥13,619 ¥14,100 ¥10,811 ¥ 8,368 ¥ 7,081 ¥ 7,969 ¥11,717 ¥39,282 ¥10,149

研究開発費 10,084 9,808 9,439 9,618 8,989 8,913 8,910 9,057 8,522 8,745 7,922

減価償却費*1 10,244 11,166 10,301 11,227 11,834 12,009 12,349 12,425 12,444 10,590 9,634

従業員数 6,895 6,816 6,343 6,162 6,006 5,973 5,972 5,750 5,774 5,761 5,771

1株当たりデータ（円）

1株当たり当期純利益 ¥ 55.13 ¥ 39.35 ¥ 27.47 ¥ 22.72 ¥ 15.77 ¥ 15.18 ¥ 22.41 ¥ 20.22 ¥ 11.23 ¥ 20.06 ¥ 19.60

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 55.04 36.84 26.16 22.68 15.75 15.16 22.37 20.19 11.22 20.02 19.52

1株当たり配当金 13.00 10.00 10.00 10.00 10.00 11.00 10.00 10.00 10.00 10.00 10.00

1株当たり純資産*2 513.76 469.05 449.94 441.59 407.08 380.11 382.18 371.50 362.02 382.80 376.76

普通株式 (発行済株式数) 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 299,115,346 

財務比率（%） 

対売上比

　売上総利益率 (%) 59.1% 57.1% 56.3% 56.4% 56.6% 57.4% 57.6% 57.6% 53.4% 53.4% 49.9%

　販売費及び一般管理費 52.9 52.8 52.9 53.4 54.5 53.9 54.4 54.4 51.0 50.8 49.8

　売上高営業利益率 (%) 6.2% 4.3% 3.4% 3.1% 2.2% 3.4% 3.2% 3.1% 2.4% 2.6% 0.1%

　税金等調整前当期純利益 6.1 5.1 3.4 3.1 2.6 2.4 3.3 3.0 1.8 2.8 3.9

　親会社株主に帰属する当期純利益 4.0 2.8 2.0 1.7 1.3 1.2 1.8 1.7 0.9 1.6 1.7

*1 無形固定資産分も含みます。
*2 2001年会計基準の改正に伴い、1株当たり純資産は発行済株式数から自己株式数を除いた数値を用いて計算されています。

 11年間の要約財務データ (17KB) 
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経営成績および財務分析

 市場環境

当期のわが国経済は、期後半には企業収益の改善や
設備投資の持ち直しの動きに足踏みがみられました
が、雇用情勢や個人消費の改善が続くなど、全体とし
ては緩やかな回復基調で推移しました。当社グループ
が主に事業を展開する国内一般用消費財業界におい
ては、販売単価の上昇が続くとともに、販売個数が増
加し、市場は堅調に推移しました。

海外市場については、アジアの主要国において中間所
得者層の増加により、消費者の生活の質を上げたいと
いうニーズが高まり、オーラルケア・ビューティケアを
合わせたパーソナルケア市場の成長が続いています。

 連結業績

当社グループは、収益力の向上を最優先目標とした中
期経営計画「V-2計画（Vision2020 Part-2）」におい
て4つの戦略テーマ「国内事業の質的成長」、「海外
事業の量的成長」、「新しいビジネス価値の開発」、
「組織学習能力の向上」を掲げ、施策を推進しました。
国内事業では、歯磨、ボディソープ、洗濯用洗剤、柔軟
剤等において、高付加価値の新製品を発売し、積極的
なマーケティング施策によるブランド育成を行いまし
た。また、通販事業においては新体制を発足し、売上
の拡大を目指しました。海外事業では、パーソナルケ
ア分野を中心に重点ブランドの育成を行い、事業規模
の拡大を図りました。なお、フィリピンにおける事業に
ついては、早期の収益化が難しいことから、現地パー
トナーとの合弁契約を解消し、撤退しました。

この結果、当期の連結業績は、売上高3,956億6
百万円（前期比4.5%増、為替変動の影響を除いた実

質前期比7.7%増）、営業利益245億2百万円（同
49.6%増）、親会社株主に帰属する当期純利益159
億5千1百万円（同49.4%増）となりました。これによ
り、営業利益は3期連続、経常利益は4期連続で過去
最高益を更新しました。ROE（自己資本当期純利益
率）は11.2%（前期8.5%）、EPS（1株当たり当期純
利益）は55.13円（同39.35円）となり、利益につい
てはV-2計画目標値を1年前倒しで達成しました。

2017年度の目標と2016年度の実績

（百万円）

2017目標 2016 2015

売上高 405,000 395,606 378,659

営業利益 27,000 24,502 16,374

営業利益率 6.7% 6.2% 4.3%

ROE 10%以上 11.2% 8.5%

BEP 90%以下 89% 92%
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 セグメント別業績

当社グループは、事業本部および会社を基礎とした製
品・サービス別、および地域別のセグメントから構成

されており、「一般用消費財事業」、「産業用品事業」、
「海外事業」の3つの報告セグメントに区分しています。

販売費及び一般管理費

2016 2015 2014

金額
（百万円）

構成比
(%)

金額
（百万円）

構成比
(%)

金額
（百万円）

構成比
(%)

販売費及び一般管理費 209,110 52.9 199,848 52.8 194,312 52.9

販売手数料 8,623 2.2 8,198 2.2 8,290 2.3

販売促進費 90,107 22.8 87,380 23.1 86,430 23.5

販売促進引当金繰入額 2,060 0.5 1,618 0.4 894 0.2

広告宣伝費 30,976 7.8 26,222 6.9 24,517 6.7

運送費及び保管費 17,829 4.5 17,011 4.5 16,723 4.6

給料及び手当 14,721 3.7 14,721 3.9 14,241 3.9

研究開発費 10,084 2.5 9,808 2.6 9,439 2.6

その他経費 34,707 8.8 34,888 9.2 33,775 9.2

2015年営業利益

売上増・構成変化等の影響

トータルコストダウン（原価、物流）

原油・植物油脂等の影響

競争費用の増減

その他費用の増減

2016年営業利益

163

+112

+28

+26

-83

-1

245

（億円）

営業利益増減要因

 報告セグメント別事業概況

2016年は、国内では高付加価値化による販売単価の
上昇、事業ミックスの改善により収益性が大きく向上
しました。海外事業は、主要国における売上高の伸長
とともに、セグメント利益も前期比53%の増加となり
ました。

  一般用消費財事業

当事業は、「オーラルケア分野」、「ビューティケア分
野」、「ファブリックケア分野」、「リビングケア分野」、
「薬品分野」、「その他の分野」で構成されています。

2016年の一般用消費財事業全体での売上高は、前
期比5.0%の増加となりました。セグメント利益は、
増収に加え、原価率の低減などにより前期比56.5%
の増加となりました。

（百万円）

2016 売上比 2015 売上比 増減額 増減率

売上高 287,028 273,486 13,541 5.0%

セグメント利益 15,817 5.5% 10,108 3.7% 5,708 56.5%

（注）  売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その
金額は当期では25,722百万円、前期では25,508百万円となっております。

財務セクション
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財務セクション

売上高の分野別状況

（百万円）

2016 2015 増減額 増減率

オーラルケア分野 63,596 59,414 4,182 7.0%

ビューティケア分野 22,333 19,885 2,447 12.3%

ファブリックケア分野 80,240 77,985 2,254 2.9%

リビングケア分野 20,763 20,971 △207 △1.0%

薬品分野 40,958 38,754 2,204 5.7%

その他の分野 59,135 56,475 2,660 4.7%

オーラルケア分野

オーラルケア市場は、消費志向における高付加価値品
と汎用品の二極化が現れている市場です。当分野で
は、中高価格帯品の売上が好調に推移し、市場成長
を上回る売上成長を獲得しました。

2016年度金額前期比（%）

当社 市場

歯磨 106 103

歯刷子 105 102

口中剤（洗口液） 114 109

デンタル用品 111 109

オーラルケア全体 106 104

（ライオン調べ）

歯磨は、“歯垢を落とす、フッ素を残す、菌を増やさな
い”という予防歯科の3つのポイントが実践できる「ク
リニカアドバンテージ ハミガキ」を改良発売するとと
もに、「システマハグキプラス」シリーズが好調に推移
し、全体の売上は前期を上回りました。

歯刷子は、「クリニカアドバンテージ ハブラシ」や「シ
ステマハグキプラス ハブラシ」が好調に推移し、全体
の売上は前期を上回りました。

口中剤は、新機能の“抗菌コート”で菌をよせつけず、
原因菌の増殖を抑え、ムシ歯、歯肉炎、口臭を防ぐ「ク
リニカアドバンテージ デンタルリンス」を改良発売し、
全体の売上は前期を大幅に上回りました。

また、「クリニカアドバンテージ デンタルフロス Y字タ
イプ」などのデンタル用品の売上が前期を大幅に上回
りました。

ビューティケア分野

ビューティケア分野では、ハンドソープや制汗剤、ボディ
ソープなどにおいて、新しい生活衛生習慣を提案して
います。

ハンドソープは、抗菌ポンプヘッドを新たに採用した「キ
レイキレイ薬用泡ハンドソープ」が好調に推移し、全体
の売上は前期を大幅に上回りました。

制汗剤は、新製品「Ban汗ブロックロールオン プレミ
アムラベル」がお客様のご好評をいただきましたが、
「Banデオドラントパウダースプレー」が前期を下回り、
全体の売上は前期比横ばいとなりました。

また、保湿成分が肌にしっかり吸着して高い保湿効果
を発揮する新製品「hadakara ボディソープ」がお客
様のご好評をいただきました。

ファブリックケア分野

洗濯用洗剤では、粉末洗剤から高付加価値の超コンパ
クト液体洗剤へのシフトを推進しています。

洗濯用洗剤は、センイ1本1本から汚れを徹底的に落
とす“スーパーナノ洗浄”で優れた洗浄力を実現した超
コンパクト液 体 洗 剤 の 新 製 品「トップ スーパー
NANOX」がお客様のご好評をいただくとともに、微
香タイプを追加したおしゃれ着用洗剤「アクロン」が
順調に推移し、全体の売上は前期を上回りました。

柔軟剤は、衣類をしっとりとしたなめらかな肌触りに仕
上げる新製品「Sofl an Queen’s Silk」がお客様のご
好評をいただくとともに、「香りとデオドラントのソフ
ラン」が順調に推移し、全体の売上は前期を上回りま
した。

リビングケア分野

当分野では、台所用洗剤の市場地位回復に向けて、高
付加価値品の育成を継続しました。

台所用洗剤は、除菌タイプに新しい香りの新製品を追
加した「CHARMY Magica」が好調に推移し、全体
の売上は前期を上回りました。

住居用洗剤は、浴室用カビ防止剤「ルック おふろの
防カビくん煙剤」が好調に推移するとともに、トイレ
用洗剤「ルックまめピカ トイレのふき取りクリーナー」
が順調に推移しましたが、浴室用洗剤等が伸びなや
み、全体の売上は前期比横ばいとなりました。

薬品分野

当分野では、高付加価値品の育成を継続した結果、解
熱鎮痛薬と点眼剤などにおいて、市場の成長を上回り
ました。

解熱鎮痛薬は、「バファリンA」が順調であったことに
加え、「バファリン プレミアム」が好調に推移し、全体
の売上は前期を大幅に上回りました。

点眼剤は、充血をとり、健康的で澄んだ白目にする新
製品「スマイルホワイティエ」がお客様のご好評をいた
だくとともに、「スマイル40 プレミアム」が順調に推
移し、全体の売上は前期を上回りました。

その他の分野

通信販売商品は、「ナイスリムエッセンス ラクトフェ
リン」や「グッスミン 酵母のちから」が好調に推移し、
全体の売上は前期を大幅に上回りました。 
ペット用品は、オーラルケア用品が好調であったこと
に加え、猫用トイレの砂「ニオイをとる砂」が順調に推
移し、全体の売上は前期を上回りました。

  産業用品事業

（百万円）

2016 売上比 2015 売上比 増減額 増減率

売上高 54,330 56,104 △1,774 △3.2%

セグメント利益 2,560 4.7% 1,612 2.9% 948 58.9%

（注）  売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その
金額は当期では22,934百万円、前期では25,298百万円となっております。

当事業は、導電性カーボン等を取り扱う「電気・電子分
野」、界面活性剤等の「生活産業分野」、施設・厨房向け
洗浄剤等の「業務用洗浄剤分野」等で構成されています。

産業用品事業全体の売上高は前期比3.2%の減少と
なりましたが、主に化学品分野で高付加価値品の収益
性が向上したことから、セグメント利益は前期比
58.9%の増加となりました。

電気・電子分野では、スマートフォン等の液晶フィルム
用粘着剤が伸びなやみ、全体の売上は前期比横ばい
となりました。

生活産業分野では、衣料用柔軟剤向けの原料が順調
に推移しましたが、洗濯用洗剤向け原料が伸びなやみ、
全体の売上は前期比横ばいとなりました。

業務用洗浄剤分野では、厨房向け消毒用アルコールが
好調であったことに加え、ハンドソープが堅調に推移
し、全体の売上は前期を上回りました。

  海外事業

（百万円）

2016 売上比 2015 売上比 増減額 増減率

売上高 110,933 102,077 8,856 8.7%

セグメント利益 4,566 4.1% 2,983 2.9% 1,582 53.0%

（注）  売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その
金額は当期では11,648百万円、前期では8,174百万円となっております。

地域別売上状況

（百万円）

2016 2015 増減額 増減率

東南アジア 75,544 67,614 7,930 11.7%

北東アジア 35,389 34,463 925 2.7%

海外事業では、タイ、マレーシア等の東南アジア、韓国、
中国等の北東アジアにおいて事業を展開しています。

全体の売上高は、タイなどの主要国が順調に推移した
ことに加え、前第3四半期末にマレーシアのサザンラ
イオン有限公司を連結子会社化としたことにより、前
期比8.7%の増加（為替変動の影響を除いた実質前
期比22.2%の増加）となりました。セグメント利益は、
パーソナルケア商品が伸長したことなどにより前期比
53.0%の増加となりました。

地域別では、東南アジア全体の売上高は、前期比
11.7%の増加となりました。タイでは、「システマ」歯
刷子が順調であったことに加え、「植物物語」ボディ
ソープが好調に推移しましたが、為替変動の影響を受
け円貨換算後の全体の売上は前期を下回りました。
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北東アジア全体の売上高は、前期比2.7%の増加と
なりました。韓国では、「キレイキレイ」ハンドソープや
洗濯用洗剤の液体「ビート」が好調に推移しましたが、
為替変動の影響を受け円貨換算後の全体の売上は前
期比横ばいとなりました。中国では、Eコマース事業が
大きく成長し、売上構成比も47%に拡大しています。
また、「システマ」歯磨が順調に推移するとともに、日
本からの輸入販売が増加し、円貨換算後の全体の売
上は前期を上回りました。

  その他

（百万円）

2016 売上比 2015 売上比 増減額 増減率

売上高 26,867 29,166 △2,299 △7.9%

セグメント利益 915 3.4% 956 3.3% △41 △4.3%

（注）  売上高には、セグメント内およびセグメント間の内部売上高を含んでおり、その
金額は当期では23,247百万円、前期では23,194百万円となっております。

 財政状態

2016 2015 増減

総資産（百万円） 298,510 282,434 16,075

純資産（百万円） 157,879 142,730 15,148

自己資本比率（％）＊1 50.0 47.6 2.4

1株当たり純資産（円）＊2 513.76 469.05 44.71

＊1   自己資本比率は、（純資産－新株予約権－非支配株主持分）／総資産で計
算しております。

＊2   1株当たり純資産は、新株予約権および非支配株主持分を含まずに計算し
ております。

総資産は、有価証券の増加等により、前期末と比較し
て160億7千5百万円増加し、2,985億1千万円とな
りました。

負債総額は、短期借入金や新株予約権付社債の減少な
どがあったものの、未払金及び未払費用や賞与引当金
などが増加した結果、前期末と比較し9億2千7百万円
増加し、1,406億3千万円となりました。流動負債は、
前期末と比較して21億9千3百万円増加し、1,234億
4千万円となり、流動比率は150.3%となりました。

連結株主資本合計は、利益剰余金の増加などにより、
155億6千5百万円増加し、1,466億4千2百万円と
なりました。純資産は、151億4千8百万円増加し、
1,578億7千9百 万円となり、自己 資 本比 率 は
50.0%となりました。

  キャッシュ・フロー
連結キャッシュ・フロー

（百万円）

2016 2015 増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 32,269 35,539 △3,269

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,845 △6,974 △871

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,437 △5,062 △2,374

換算差額等 △526 △374 △151

増減 16,461 23,128 △6,667

現金及び現金同等物の期末残高 77,739 61,278 16,461

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前
当期純利益等により、322億6千9百万円の資金の増
加となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産
の取得による支出等により、78億4千5百万円の資金
の減少となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当の支払いに
よる支出等により、74億3千7百万円の資金の減少と
なりました。

以上の結果、当期の現金及び現金同等物の期末残高
は、前期末に比べ164億6千1百万円増加し、777億
3千9百万円となりました。

 2017年度の見通し

（百万円）

2017 2016 増減額 増減率

売上高 405,000 395,606 9,393 2.4%

営業利益 27,000 24,502 2,497 10.2%

経常利益 28,000 26,290 1,709 6.5%

親会社株主に帰属する
  当期純利益 17,000 15,951 1,048 6.6%

1株当たり当期純利益(円) 58.50 55.13 3.37 6.1%

次期のわが国経済は、引き続き緩やかな景気回復基
調が続くと予想されるものの、原材料価格や為替の動
向、海外の地政学的リスク等により、先行き不透明な
状況が続くものと予想されます。 
当社グループが主に事業を展開する国内一般用消費
財業界においては、高付加価値品の拡大等が見込まれ
るものの、引き続き激しい競争が続くものと想定され
ます。このような事業環境の中、当社グループは最終年
度を迎える中期経営計画「V-2計画（Vision2020 
Part-2）」の施策を一層強力に推し進め、企業価値の
向上を目指してまいります。

一般用消費財事業は、主要分野において、付加価値の
高い商品を育成し、市場地位の向上と収益性の強化
に努めます。また、通信販売商品では、機能性食品を
中心に独自性のある商品開発の強化と積極的なマー
ケティング活動の展開により、さらなる事業規模の拡
大を図ります。

産業用品事業は、自動車、電気・電子等の重点分野へ
の経営資源の集中を図り、事業基盤の強化に努めま
す。また、業務用洗浄剤分野は、新規顧客開拓に継続
的に注力します。

海外事業は、引き続きパーソナルケア分野を中心に積
極的にマーケティング活動を展開し、事業規模の拡大
を図ります。

以上により、次期の連結業績見通しは、売上高4,050億
円（前期比2.4%増）、営業利益270億円（同10.2%
増）、経常利益280億円（同6.5%増）、親会社株主に
帰属する当期純利益170億円（同6.6%増）を予想し
ております。

（次期業績予想値算出の前提条件）
主要な為替レートは、１１２円／米ドル、３．２円／バーツ
としています。

2017年度のキャッシュ・フロー見通し

営業活動によるキャッシュ・フローのうち税金等調整
前当期純利益は、260億円程度と予想しております。
減価償却費は100億円程度となる見込みです。

投資活動によるキャッシュ・フローでは、設備投資によ
る支出は140億円程度を予定しております。

財務活動によるキャッシュ・フローでは、配当の支払い
や借入金の返済などにより、90億円程度の資金の減
少を予想しております。

以上により、2017年度の現金及び現金同等物の期末
残高は、当期末に比べて130億円程度の増加と予想
しております。
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 利益配分に関する基本方針および2016・2017年の配当

当社は、連結収益力の向上により、株主の皆さまへの継
続的かつ安定的な利益還元を行うことを経営の最重要
課題と考え、配当は連結配当性向30%を目安として継続
的かつ安定的に実施し、自己株式の取得は中長期的な成
長のための内部留保を総合的に判断して実施を検討して
まいります。内部留保は、企業成長力の強化、永続的な事
業基盤の整備を行うことを目的として、研究開発・生産設
備等への投資や外部資源獲得に充当してまいります。

当期の剰余金の配当につきましては、過去の支払実績
および配当性向を勘案して、取締役会決議により1株
につき、中間5円、期末8円といたしました。

2017年の配当につきましては、基本方針にもとづき1
株当たり中間7円、期末8円、年間では15円とさせて
いただく予定です。

 事業等のリスク

当社グループの経営成績および財政状態は、今後事業を
行っていく上で起こりうる様々なリスクによって影響を受
ける可能性があり、特に投資者の判断に重要な影響を及
ぼす可能性のある主な事項について、以下に記載します。
なお、将来に関する事項は、本報告書発行時点におい
て、当社グループが判断したものであり、事業等のリス
クはこれらに限られるものではありません。

①製品の品質評価
当社グループは、お客様に安心、安全、便利で環境に配
慮した製品をお届けするため、医薬品医療機器等法等
の関連法規の遵守ならびに品質の国際基準にもとづい
た管理のもと、製品の企画、開発、生産、販売を行って
おります。さらに、発売後はお客様相談窓口に寄せられ
たお客様の声を活かし、製品や包装容器、表示等の改
善に努めております。しかしながら、不測の重大な製品
トラブルが発生し、当該製品や当社グループ製品全体
の評価が低下した場合には、当社グループの経営成績お
よび財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

②原材料価格の変動
当社グループの製品は、石油化学製品や植物油脂等を
原材料として使用しております。これらの原材料は、国際
市況の影響を受けやすいため、常にコストダウンをはか
り、また使用原材料を多様化する等の施策を講じており
ますが、原材料価格の高騰が、当社グループの経営成績
および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

③為替レートの変動
当社グループは、海外子会社の財務諸表を連結財務諸
表作成のため円貨換算しております。現地通貨建ての項
目は、換算時の為替レートにより円貨換算後の価値が影
響を受ける可能性があります。また、当社グループは、為
替変動に対するヘッジ等を通じて、原材料費が増大する
リスク等を最小限にとどめる措置を講じておりますが、短
期および中長期的な為替変動が、当社グループの経営成
績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

④重大な訴訟等
当期において、当社グループに重要な影響を及ぼす訴
訟等は提起されておりません。しかしながら、将来、重
大な訴訟等により当社グループに対して多額の損害賠
償責任等が確定した場合には、当社グループの経営成
績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

⑤地震等自然災害
当社グループの製品を製造する工場において、地震等
の自然災害についての安全対策を講じておりますが、
万一大きな災害が発生した場合には、生産設備の損
壊、原材料調達や物流の停滞などによる事業活動の
中断により、当社グループの経営成績および財政状態
に影響を及ぼす可能性があります。

当社グループの詳しいIR情報については、以下の「株
主・投資家向け情報」をご覧ください。

http://www.lion.co.jp/ja/ir/

IRガイド

5251

国内外問わずすべての株主・投資家に公平、タイムリーに情報をお伝えすることを目指し、ライオンは
ウェブサイトを通じた情報発信の強化に取り組んでいます。

LION ホームページ
www.lion.co.jp

重要な経営情報や財務情報に加え、新製品発表等さま
ざまなニュースをいち早く取り上げるプレスリリースを掲
載しています。さらに、詳細な製品情報などアニュアルレ
ポートに含まれていない情報も幅広く公開し、当社の姿
勢と歴史に対する理解の促進に努めています。

株主・投資家向け情報
www.lion.co.jp/ja/ir/

主要な経営判断や財務情報をタイムリーに公開している
ほか、これまでの財務データも掲載しています。また、定
性情報もトップメッセージなどさまざまな形で発信してい
ます。

CSR（環境・社会）
www.lion.co.jp/ja/csr/

当サイトでは、当社の企業活動のなかでとりわけ重要な
意義をもつCSR活動について、ライオン年次CSR報告書
掲載の詳細な情報のハイライトを取り上げています。さら
に、創業後間もない時期から社会貢献活動に取り組んで
きたことを受け、「環境・社会貢献活動の歴史」も掲載し
ています。

http://www.lion.co.jp/ja/ir/
http://www.lion.co.jp
http://www.lion.co.jp/ja/ir/
http://www.lion.co.jp/ja/csr/
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